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予
算

　３月定例議会が、３月４日から23日までの20日間の会期で開かれた。
　冒頭、大平議員からコロナウイルスに関する緊急質問が行われ、町の対応について説明を受
けた。
　令和元年度補正予算、条例改正、令和２年度の一般会計予算など52議案と議員提出議案４
件そして６件の請願・陳情について審議した。
　一般会計当初予算案については、「予算・決算特別委員会」では、可決６名、否決７名で否
決となったが、本会議では、高塚議員から、「修正動議」が提出され、傍聴席が満席で注目の中、
可否同数となり議長裁決で可決。小松町政初の原案どおりの可決となった。
　請願・陳情６件のうち、３件は採択、１件は不採択、東伯総合運動公園サッカー場等の芝関
連の陳情は２件とも「趣旨採択」となった。
　また、４件の議員提出議案は、１件が可否同数となり議長裁決で否決。他の３件は可決・成
立した。

３月定例議会あらまし
（画像はTCCのニュースから）

決算につづき

可否同数 議長
令和２年度琴浦町一般会計予算
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令和２年度予算の特徴
　①　当初予算　　　一般会計	 103億３千万円	 （対前年対比　  4.3％増）
　　　　　　　　　　特別会計	   51億９千851万円	（対前年対比　16.3％減）　
　②　地方債残高　　前年度末見込額	 128億53万円
　　　　　　　　　　当該年度末見込	 118億４千85万円
　③　基金残高　　　前年度末見込額	   30億８千589万円
　　　　　　　　　　当該年度末見込額	   27億８千251万円
　④　増額要因　　　�東伯勤労者体育センターの除却、消防ポンプ車購入、特別史跡斎尾廃寺跡

追加指定地の土地購入費などの大幅な増額が要因。

主な議案
　〇　令和２年度琴浦町一般会計予算
　〇　令和元年度一般会計補正予算（７号、８号）
　〇　会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について
　〇　琴浦町未来人材奨学金返還支援基金条例の制定について
　〇　琴浦町国民健康保険税条例の一部改正について
　〇　琴浦町営斎場条例の一部改正について

満席の
傍聴のな

か

［令和2年3月議会］

裁決 で可決
小松町政初の原案で成立
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　「予算・決算特別委員会」では、部落解放同盟琴浦町協議会に対する補助金に問題ありということで否決
した旨、委員長報告があった。
　それを受けて高塚議員から修正動議が出された。
　理由は《①部落解放同盟琴浦町協議会は、「公益団体」ではなく「民間運動団体」である。②昨年12月議
会で「琴浦町部落差別撤廃とあらゆる差別をなくする条例」を改正し、旧条文の「啓発推進団体等との連
携を図り」とある記述を削除した。したがって、補助金120万円の根拠はなく認められない》。
　採決の結果、修正案は７対７の可否同数となり、議長裁決で否決され、原案も７対７の可否同数となり、
議長裁決で可決した。

議案第27号
「令和２年度琴浦町一般会計予算」に修正動議

修正案に賛成
（井木 議員）
　部落差別をなくす共通点はあるが、「解放同盟」や「全日本同和会」など部落解放をしようとする団
体等もある中で、一方だけ予算化するのは適切でない、よって修正案に賛成。
（青亀 議員）
　12月議会に「解放同盟」に対する公金支出の根拠となっている「部落差別をはじめあらゆる差別を
なくする条例」を議員発議で改正した。根拠となる条例が改正された今、住民生活も考慮して全体予
算を通しながら問題箇所を修正する大人の対応として、修正案に賛成。
（押本 議員）
　「琴浦町あらゆる差別をなくする条例」は、４月１日から施行される改正条例である。
　この補助金の根拠がないということと、この団体は議会制民主主義の手段にのっとってやる団体で
はない。したがって、補助金を投じることは賢明ではないので、修正案に賛成。

《原案並びに修正案討論》

【修正案】 反 対

７
賛 成

７
議長裁決で修正案否決

【原　案】 反 対

７
賛 成

７
議長裁決で原案可決

原案に賛成　
（前田智 議員）
　総合的な判断のもとで一般会計当初予算は見なければならない。私も決して100％であるとは思わ
ないが、修正は必要ないので原案に賛成。
（澤田 議員）
　厳しい財政状況の中、行政改革で分庁舎警備員の廃止など、町民の利便性に課題も残るが、災害復
旧をはじめ、住民ドライバーを活用した公共交通対策、フリースクール利用料の補助、観光推進によ
る地域活性化に向けた取り組みなど、将来を見据えた積極的な予算となっていて原案に賛成。
（新藤 議員）
　「部落解放同盟琴浦町協議会」に対しての120万円だが、たとえ民間運動団体であっても部落差別が
ある限り打ち切ることはいけない、私はまだ差別は残っていると思う。差別が絶対なくなるよう祈っ
て原案に賛成。

―　4　―第64号　2020年５月１日　ことうら議会だより



討
論

不採択（青亀 議員）
　琴浦町で生産される芝が、天然芝としてサッ
カー場に導入される可能性はほとんどないとい
うことが実情ではないかと思う。よって、この
請願は残念ながら条件として当てはまらないと
いうことで、不採択。

不採択（桑本始 議員）
　今の日本芝はサッカー場にスプリンクラーを
つければよい施設だと思うが、スパイクで踏ま
れてしまうと維持管理が大変で、何年かで張替
えしなくてはならない今のサッカー場を人工芝
にして、多目的広場に日本芝を植えるよう提言
して、趣旨採択でなく不採択。

不採択（押本 議員）
　先回の議会で我々議員一同、全員一致で人工
芝の導入を賛成しており、この陳情には不採択。

採択（井木 議員）
　鳥取芝発祥の地は東伯であり、芝生産者の思
いを大切にし、この総合公園のサッカー場並び
に公園の整備をするのが一番だと思い、採択。

趣旨採択（桑本賢 議員）
　地産地消の考え方ですれば、安い高いは多少
あると思うが、地元が施工して地元の産業を守っ
ていくという視点から、趣旨採択に賛成。

� （教育民生委員長報告は趣旨採択）

２年請願第１号
東伯総合公園サッカー場について請 願

　東伯総合公園サッカー場の改修を「人工芝」ではなく、「天然芝」での施工を求める請願

　サッカー場の芝生は、産地であれば、地元産が
一番。しかし、サッカー等激しい競技のばあい芝
の種類が「ティフトン」系に限られる。ところが
琴浦産はティフトン系は栽培上除外している。
　さらに天然芝はその養生期間が長く、一般町民
がサッカー等で使用できる期間は約５か月と短い。
　したがって、公共施設に天然芝が望ましいが琴
浦町内でのティフトン系の植生は難しいし、公共
施設レビューで指摘されたようにサッカー場の効
率的な使用を考えたばあい人工芝の使用は止むを
得ない。

趣旨採択についての解説

【賛成多数で趣旨採択】

東伯総合公園サッカー場
雑草と荒れの目立つライン際
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反対（桑本賢 議員）
　調査項目のうち適正監査がしていないという
ことだが、監査は適正にされたというふうに思っ
ている、特別委員会の設置は必要でないので反対。

反対（前田敬 議員）
　町民の意見を尊重するべきだと思う。確かに
議会の二元代表制とは議会の存在に関わる大事
な問題であるが、まだまだ先にしなければなら
ない優先事項はたくさんあり反対。

賛成（大平 議員）
　議会の沽券に関わる問題といえる。監査の実
施に関する事項で、議決により行われた監査報
告が議会の議論に耐えられるものでなかった。
これは衆目の一致するところであり賛成。

賛成（井木 議員）
　本当に日本一の議会にするにはどうしたらい
いか、やはり法律上の問題もあろうかと思うが、
皆で改革していくのが当り前だと思い賛成。

賛成（高塚 議員）
　町が固定資産税の減免を廃止する説明会にお
いて、多額な補助金が交付されている運動団体
は、二元代表制を否定するようなことも起きて
いる。しっかり調査して町発展のために尽くす
べきで賛成。

反 対

７
賛 成

７ 議長裁決により否決

　青亀議員から、令和元年６月議会で監査委員に対して監査請求があったが、解明できなかった。監査の
適正化事務、固定資産税の同和減免及び同和対策に関わる問題、について調査を行うため「監査の適正化
問題等調査特別委員会設置決議（案）」が提出され、７対７の可否同数により議長裁決で否決した。

議員提出議案第１号
監査の適正化問題等特別委員会設置決議

� （否　決）

２年請願第２号
総合公園サッカー場等公共施設で天然芝の堅持と普及について

� （教育民生委員長報告は趣旨採択）

不採択（青亀 議員）
　芝の生産を振興することは、議会もできる限
り応援していく。しかし、それ以外の町民の負
担となる改修費や運営費などコストの問題は、
全町民規模で考えるべき問題だと思い、この請
願は不採択。

採択（井木 議員）
　１号と同様に、サッカー場等を含めて、この
芝発祥の地を大切にしていきたいということで
採択。

採択（押本 議員）
　芝生産地である琴浦町の公共施設については、
地元産の天然芝を使うという趣旨は堅持しても
いいということで採択。

趣旨採択（桑本賢 議員）
　生産者のことを考えれば、天然芝で学校・サッ
カー場・多目的広場など、多くの芝を利用して
いただいて、みどり豊かな琴浦町になっていく
よう願い、趣旨採択に賛成。

【賛成多数で趣旨採択】
東伯総合公園内
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議長　小椋正和君に対する懲罰動議
　井木議員から、議長小椋正和君に対する懲罰動議が提出された。
　３月18日に開催された全員協議会において、議長から侮辱を受けたとして、（地方自治法第135条第２項
及び会議規則第110条第１項の規定）懲罰動議が提出され、直ちに「懲罰特別委員会」※が設置された。

　　　　　委 員 長　　前田智章
　　　　　副委員長　　青亀壽宏
　　　　　委　　員　　桑本　始、手嶋正巳、高塚　勝、新藤登子

※�懲罰の動議が提出されれば、懲罰事犯の有無に関わらず、必ず委員会に付託しなければならない。

議員提出議案第４号
議会選出監査委員　不信任決議について

� （可　決）
　大平議員から議会選出監査委員桑本 始君に対して、部落解放同盟琴浦町協議会への補助金の使い方につ
いて、議会で追及されると答弁不能に陥るなど、その適正を疑わざるを得ないとして、不信任決議が提出
され、７対６で可決した。

賛成（押本 議員）
　修正動議の中で討論したが、民間運動団体なのか公益団体なのか、そこの監査の責任があると申し上
げた。一連の経過の中で集中的に代表監査委員に質問があたり、当然助け船を出すべきだと思ったが、
何もなくうつむいていたので、これは信義に反すると思い賛成。

賛成（青亀 議員）
　議会が代表して監査委員１名を派遣するのは、住民の意思を反映した議会の活動の意向を反映させる
ための制度ではないか、９月決算議会で監査請求に対する審議に議会を代表した監査委員とて毅然とし
た釈明なり説明が行われなかった。よってこの提案に賛成。

賛成（井木 議員）
　代表監査は今年初めて監査ということで頑張っている。ベテラン監査員が教えていくことが大切で、
先回の議会において代表監査だけに任せておるような状況がある。
　このたびの、部落差別とあらゆる差別の問題等にしても、適正な措置がされていないので賛成。

反 対

６
賛 成

７
�（除斥１）
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反 対

2
賛 成

12
反対（青亀 議員）
　国保加入者の実態から考えてできるだけ値上げは抑制的に考えるべきだ、こ
の値上げのエスカレータに乗るような予算について認めるわけにはいかない。

議案第28号
令和２年度琴浦町国民健康保険特別会計予算

反 対

４
賛 成

10

反対（高塚 議員）
　私はこの会計については、抜本的に改革しないと、莫大な人件費等がかかってくると主張してきたが、
一向に改善されないので反対。

反対（青亀 議員）
　累積が１億５千万円近くもなると、歳をとり返済能力も落ちていく。しかし、
全ての住宅新築資金の返済は終わっていなければならない。こういうところに
来た不良債権として焦げ付いたものの会計予算であり、反対。

議案第29号
令和２年度琴浦町住宅新築資金等貸付金特別会計予算

議案第３号
令和元年度琴浦町一般会計補正予算（第７号）

� （可　決）

反対（高塚 議員）
　総合公園のPFI※（東伯総合公園の管理運営に
おける民間資金等活用導入）事業は、あまりに
も急で、内容を十分審議してから結論を出すべ
きであり反対。

反対（青亀 議員）
　PFI事業は国の補正予算が全額補助で、魅力的
に見えるが、丸投げしないで自分たちで考える
べきで、反対。

反 対

４
賛 成

10

賛成（桑本賢 議員）
　私は出すことは早く出して、総合公園を活性
化して総合体育館その他施設も、全体で町の中
心地にもっていけば大変良いと思い賛成。

賛成（井木 議員）
　この予算は、琴浦町の芝発祥の地をもっと日
本国中に広めて、芝生産者の生産性を向上させ
る意味において賛成。

※�PFI（Private Finance Initiative）とは、公共施設等の建設維
持管理、運営等を民間の資金、経営能力及び技術的能力を活
用して行う新しい手法。

� （内閣府）

　主に「行財政改革事業」（東伯総合公園のPFI導入調査委託料）
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採択（高塚 議員）
　請願・陳情は本人に来てもらって説明しても
らうこともあるわけで、申請者が規定を設けよ
というのは採択すべきである。

採択（青亀 議員）
　地方議会には憲法で規定された請願権、これ
を尊重する責任がありこの陳情は採択すべきで
ある。

不採択（前田敬 議員）
　琴浦町議会基本条例第９条２項に規定があり、
説明できる機会は否定されていないので、改め
て条例に定める必要はないと考え不採択。

反 対

９
賛 成

５

元年陳情第12号
請願・陳情提出時の意見陳述の機会の付与について

� （総務産業委員長報告は不採択）

反 対

１
賛 成

13
反対（高塚 議員）
　町には男女共同参画推進条例がある。提案された方は非常に素晴らしい方で
適任であるが、その選考方法、町のやり方について異議があり反対。

議案第51号
安田財産区管理委員の選任について同意を求めることについて

鳥取中部ふるさと広域連合議会議員の選挙について
　鳥取中部ふるさと広域連合議会議員に手嶋正巳議員を全会一致で決定した。

議案第52号
令和元年度琴浦町一般会計補正予算（第８号）

　国の補正予算の採択に伴い、一向平キャンプ場改修・成人風しん抗体検査・八橋小下水道工事・小中学
校GIGAスクール構想・こども園等の新型コロナウイルス対策

反 対

２
賛 成

12

反対（高塚 議員）
　一向平キャンプ場改修はもっと内容を検討す
る必要があり反対。

一向平キャンプ場管理棟
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討
論

臨 時 議 会
２月20日開会　
　東伯勤労者体育センターが強風により屋根材が被害を受けて、老朽
化も著しく抜本的な対策経費が高額となるため、除去を行うための設
計費と野菜振興対策で、低コストハウス及び施設園芸に伴う農業資材
の導入経費との２件の補正予算（886万５千円）を可決した。
　また、これまで、総務常任委員会・農林建設常任委員会・教育民生常任委員会・広報常任委員会の４常
任委員会を、総務産業・教育民生・議会広報の３常任委員会に改正し、新たな体制が決まった。
� （構成表はP29）

議案第１号
令和元年度琴浦町一般会計補正予算（第６号）

反対（高塚 議員）
　今提案されたもので、東伯勤労者体育センター
管理運営事業について、結論を出すことは早い、
もう少し検討する必要があり反対。

反対（青亀 議員）
　風が吹いてトタン屋根が飛んで川に落ちるよ
うなことがあってはならない。日常的な管理の
問題であり、まだ使用可能。

賛成（桑本賢 議員）
　あまり使われていないし、トイレも汚く雨漏
り等で床も何か所か腐っており、除却のための
判断を支持し賛成。

賛成（井木 議員）
　速やかに体育館を壊すまでに飛ばないような
措置を取ったうえで、議会と相談しながら次の
対策を講じることは望ましい。よって賛成。

反 対

３
賛 成

11

　２月19日に鳥取市にて自治功労者表彰式が開催され、桑本 始 議員（左）が25年以上、青亀 壽宏 議員
（右）が21年以上、町議会議員として在籍し、功労があったとして表彰された。

鳥取県町村議会議長会自治功労者表彰

東伯勤労者体育センター
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討
論

賛否が分かれた議案等の起立採決による審議の結果
審議結果 前

田
　
敬
孝

角
勝
　
計
介

福
本
ま
り
子

押
本
　
昌
幸

大
平
　
高
志

澤
田
　
豊
秋

桑
本
　
賢
治

新
藤
　
登
子

高
塚
　
　
勝

手
嶋
　
正
巳

青
亀
　
壽
宏

前
田
　
智
章

桑
本
　
　
始

井
木
　
　
裕

小
椋
　
正
和

賛
成

反
対

臨
時
会

令和元年度琴浦町一般会計補正
予算（第6号） 可決 11 3 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ 議

定
　
例
　
会

令和元年度琴浦町一般会計補正
予算（第7号） 可決 10 4 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○ 議

監査の適正化問題等特別委員会
設置決議

否決
（議長裁決） 7 7 × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ × × ○ ※

請願・陳情提出時の意見陳述の
機会の付与について（陳情） 不採択 5 9 × × × ○ ○ × × × ○ × ○ × × ○ 議

琴浦町船上山人材活用加工販売
施設条例の一部改正について 可決 12 2 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 議

令和2年度琴浦町一般会計予算 可決
（議長裁決） 7 7 ○ × × × × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × ※

令和2年度琴浦町国民健康保険
特別会計予算 可決 12 2 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

令和2年度琴浦町住宅新築資金
等貸付事業特別会計予算 可決 10 4 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × 議

琴浦町安田財産区管理委員の選
任につき同意を求めることにつ
いて

同意 13 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 議

令和元年度琴浦町一般会計補正
予算（第8号） 可決 12 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 議

議会選出監査委員　不信任決議
について 可決 7 6 × ○ ○ ○ ○ × × × ○ × ○ × 除 ○ 議

この表に掲載していない議案は全会一致で可決、請願は全会一致で採択。
○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　議＝議長　　退＝退席　除＝除斥
※�「監査の適正化問題等特別委員会設置決議」と「令和２年度琴浦町一般会計予算」は起立採決の結果可否同数であったため、議長
裁決により決した。
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請願・陳情

番号 件　　名 提　出　者 要　　旨 付　託
委員会

委員会
の意見

本会議
採択結果

２年
請願
第１号

東伯総合公園サッ
カー場について（東
伯総合公園サッカー
場の改修を「人工芝」
でなく、「天然芝」
での施行を求める請
願）

鳥取県芝生産指導者連絡
協議会
会長　中本 昭典
紹介議員：桑本 賢治
　　　　　井木 裕

東伯総合公園サッカー場の
改修を「人工芝」でなく「天
然芝」で施行することを求め
る。

教育民生 趣旨採択 趣旨採択

２年
請願
第２号

総合公園サッカー場
等公共施設で天然芝
の堅持と普及につい
て（請願）

白鳳の郷地域活性化協議
会
会長　米村 勝利
紹介議員：桑本 賢治
　　　　　井木 裕

東伯総合公園サッカー場等
公共施設で天然芝の堅持と普
及を図ること。

教育民生 趣旨採択 趣旨採択

２年
陳情
第３号

厚生労働省による公
立・公的病院名の公
表の白紙撤回と地域
医療の充実を求める
意見書の提出を求め
る請願

鳥取県医療労働組合
連合会
執行委員長　池原 裕子
鳥取県社会保障推進
協議会
会長　藤田 安一

公立・公的424病院に対す
る具体的対応方針の「再検証」
要請を白紙撤回し、地域医療
を充実するよう求める意見書
の提出を求める。

教育民生 採択 採択

元年
陳情
第12号

請願・陳情提出時の
意見陳述の機会の付
与について（陳情）

倉吉市
足羽 佑太

請願・陳情提出の際に意見
陳述をしたい旨、陳情者から
申し出があればそれを実現で
きるよう規則等を制定してほ
しい。

総務産業 不採択 不採択

２年
陳情
第１号

竹内地区の町道拡幅
整備及び十字路交差
点の改善についての
陳情

竹内自治会
区長　耒家 英紀

町道竹内6号線新林の急
カーブ付近の道路拡幅整備を
行うこと。
町道竹内6号線と町道松林
寺今地線が交差する十字路交
差点の改善及び安全対策を講
じること。

総務産業 不採択 不採択

２年
陳情
第２号

公定価格の改善、待
機児童解消、保育士
の処遇改善のための
必要な措置を求める
意見書の提出を求め
る陳情書

鳥取の保育を考える会
会長　石井 由加利

国に対し、公定価格（保育
費用）の改善、待機児童解消、
保育士の処遇改善のための必
要な措置を求める。

教育民生 採択 採択
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※青字は、本紙では省略

一般質問ここが
聞きた

い

一般質問 Q A&

通告２番

① 人権尊重のまちづくりに
ついて

② 公共施設等の管理について

澤田　豊秋
①糖尿病対策について
② 公共交通の将来と代替策
について

前田　敬孝

通告１番 通告３番

①教育長の教育方針について
②町長の政治姿勢について

井木　裕

通告９番

① 誰もが安心して働ける環
境づくりとは
② 食品ロス削減と廃棄物処
理について

福本まり子

通告10番

① 町道205号線（八橋小通学
道）路面およびごりん橋
② 「健康寿命日本一」につ
いて

③地方創生の在り方

押本　昌幸

通告11番

①行財政への視点について
② 幼児教育・保育の今後の
在り方について

③ 雇用創出と産業育成策に
ついて

④ 職員の綱紀粛正や服務規
律の指導について

大平　高志

通告８番

①人口減少対策について
②松くい虫防除について

角勝　計介

通告５番

①同和対策事業について
②成人式について
③カウベルホールについて
④国際化、国際交流について
⑤自立教育について

高塚　勝

通告６番

① カウベルホールの今後に
ついて再検討を

② 高齢運転者の安全運転支
援について

手嶋　正巳

通告７番

① 「子育ての町ことうら」
の制定について

新藤　登子

通告４番

① 補聴器購入に対して補助
し、認知症予防を
② 教員の変形労働時間制の
導入について
③ 国保加入者の主要疾病か
ら見える問題点について

青亀　壽宏

通告12番

①教育問題について
桑本　始

一般質問の答弁者に「○○課長」とあるのは、地方自治法第121条の規定により、町長及び行政委員会の長
から「委任を受けた説明員」として出席した課・局・室長の答弁。

議　　長 町長及び各委員会の長 各課・室・局長
出席要求 委任

ことうら議会だより　2020年５月１日　第64号―　13　―

一般質問とは、議員が、町長・教育長・農業委員会会長・選挙管理委員会委員長・監査委員などの執行機関に対し、
事務の執行状況や将来に対する方針などについて問うもの。
本町議会の質問時間は、１人30分以内（答弁時間除く）。



一 般 質 問 一 般 質 問

  

町
の
糖
尿
病
対
策

健
康
診
断
の
受
診
率
は

問
　
糖
尿
病
（
Ⅱ
型
）
は
、
い
ま
だ
に
ぜ
い

沢
病
や
自
己
責
任
だ
と
す
る
誤
解
や
偏
見

が
あ
る
が
、
40
歳
以
下
の
Ⅱ
型
糖
尿
病
患

者
800
人
に
対
し
、
実
態
調
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
約
６
割
が
年
収
200
万
円
以
下
の
低

所
得
者
だ
っ
た
と
い
う
結
果
が
あ
る
。
好

ま
し
く
な
い
食
生
活
や
長
時
間
労
働
、
ス

ト
レ
ス
な
ど
が
原
因
だ
と
さ
れ
る
。
所
得

格
差
が
健
康
格
差
を
生
ん
で
お
り
、
社
会

構
造
の
問
題
で
あ
る
。
医
療
制
度
は
教
育

と
同
じ
く
、
社
会
的
共
通
資
本
で
あ
り
、

だ
れ
で
も
平
等
に
利
用
で
き
る
べ
き
も
の

だ
と
思
う
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）
で
は
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

健
康
と
福
祉
を
う
た
っ
て
い
る
。
糖
尿
病

対
策
と
特
定
健
診
の
受
診
率
を
伺
う
。

　
各
部
落
を
巡
回
し
、
食
生
活
の
改
善
講

座
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
受
診
率
は
平
成

27
年
が
41
・
05
％
、
28
年
が
37
・
17
％
、

29
年
が
34
・
70
％
と
な
っ
て
い
る
。

簡
易
血
糖
値
測
定
器

問
　
痛
み
を
ほ
と
ん
ど
感
じ
な
い
、
簡
易
測

定
器
が
あ
る
。
町
内
の
薬
局
や
事
業
所
と

連
携
し
、
健
診
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
は

ど
う
か
。正

確
な
数
字
が
必
要

答
　
健
康
に
役
立
つ
物
差
し
に
な
る
か
、
技

術
進
歩
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

「
血
糖
値
ス
パ
イ
ク
」
も

怖
い

問
　
専
門
家
の
間
で
は
「
グ
ル
コ
ー
ス
ス
パ

イ
ク
」「
隠
れ
糖
尿
病
」
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
４
年
前
に
「
血
糖

値
ス
パ
イ
ク
」
と
名
付
け
、
特
別
番
組
を

放
送
し
た
こ
と
で
大
反
響
を
呼
ん
だ
。
糖

尿
病
で
は
な
い
が
、
食
後
の
血
糖
値
が
乱

高
下
す
る
こ
と
で
血
管
が
傷
つ
き
、
放
置

す
れ
ば
心
臓
病
・
脳
梗
塞
や
が
ん
、
認
知

症
、精
神
疾
患
、歯
周
病
を
引
き
起
こ
す
。

　
若
い
人
や
痩
せ
た
女
性
に
も
多
く
見
ら

れ
、
１
４
０
０
万
人
の
日
本
人
が
こ
の
症

状
を
持
つ
と
い
わ
れ
て
お
り
、
食
後
の
眠

気
や
イ
ラ
イ
ラ
、
だ
る
さ
を
伴
う
こ
と
が

多
い
。
食
後
１
〜
２
時
間
後
の
血
糖
値
を

測
る
こ
と
で
そ
の
程
度
が
わ
か
る
の
で
、

早
期
発
見
で
き
れ
ば
、
財
源
確
保
に
も
つ

な
が
る
。ち
な
み
に
、「
血
糖
値
ス
パ
イ
ク
」

に
関
す
る
書
籍
は
、
琴
浦
町
図
書
館
に
も

蔵
書
さ
れ
て
い
る
。

科
学
的
根
拠
が
あ
っ
て
の
話

答
　
鳥
大
と
連
携
し
、
助
言
を
受
け
な
が
ら

次
の
段
階
で
効
果
が
あ
る
か
見
極
め
る
。

良
い
も
の
な
ら
啓
発
を
し
、
町
民
の
健
康

状
態
が
良
く
な
れ
ば
そ
れ
が
最
終
的
な
目

的
だ
と
思
っ
て
い
る
。

目
標
は
100
％

答

問 恐ろしい「血糖値スパイク」
簡易血糖値測定器で早期発見を

答 鳥大と連携し効果を
見極める 小松町長

前田 敬孝　議員 （質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 17回 28分 ＋ 28分 ） 56分

←“血糖値スパイク”危険度チェック！は
コチラから。

　「NHKスペシャル」の番組ホームページに
アクセスします。

非感染症疾患＝生活習慣の改善
により予防可能な疾患
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一 般 質 問 一 般 質 問

 

人
権
尊
重
の

 

ま
ち
づ
く
り
と
は

条
例
の
一
部
改
正
を
受
け
て

問
　
「
部
落
差
別
撤
廃
と
あ
ら
ゆ
る
差
別
を

な
く
す
る
条
例
」
の
一
部
が
町
民
、
当
事

者
を
は
じ
め
、
執
行
機
関
等
が
十
分
検
討

す
る
こ
と
な
く
議
員
提
出
議
案
と
し
て
成

立
し
た
。
そ
こ
で
、
条
例
の
一
部
改
正
を

受
け
て
、
こ
れ
ま
で
長
年
取
り
組
ま
れ
て

き
た
人
権
・
同
和
行
政
、
人
権
・
同
和
教

育
を
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
考
え
か
。

　
ま
た
、
琴
浦
町
差
別
を
な
く
す
る
審
議

会
、
琴
浦
町
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る

施
策
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
、人
権・

同
和
教
育
推
進
協
議
会
、
総
合
教
育
会
議

等
、
こ
の
一
部
改
正
を
受
け
て
、
今
後
の

取
り
組
み
等
検
討
さ
れ
た
の
か
。

　
さ
ら
に
、「
人
権
教
育
及
び
人
権
啓
発

推
進
に
関
す
る
法
律
」
な
ど
関
係
法
令
で

は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
が
明

記
さ
れ
て
い
る
中
で
、
特
に
教
育
、
啓
発

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

審
議
会
で
検
討 

小
松
町
長

答
　
今
の
条
例
が
そ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
、

あ
る
い
は
削
除
さ
れ
た
部
分
を
ど
う
見
る

か
と
い
う
こ
と
も
含
め
て
、
審
議
会
で
検

討
す
る
が
、
法
律
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
ど

う
な
の
か
諮
問
し
た
い
。
ま
た
、
人
権
を

尊
重
す
る
ま
ち
と
し
て
、
新
た
な
人
権
基

本
条
例
を
作
る
こ
と
も
念
頭
に
、
対
応
し

た
い
。

　
総
合
教
育
会
議
で
は
、報
告
し
て
い
る
。

教
育
・
啓
発
は
今
ま
で
ど
お
り

 

田
中
教
育
長

答
　
人
権
に
つ
い
て
の
教
育
、
啓
発
に
つ
い

て
は
、
条
例
が
改
正
に
な
っ
た
か
ら
と

言
っ
て
変
え
て
い
く
つ
も
り
は
な
く
、
今

ま
で
ど
お
り
推
進
し
て
い
く
。

 

ど
う
な
る
公
共
施
設
の
管
理

団
地
の
床
下
に
空
洞
が

問
　
平
成
28
年
の
12
月
議
会
で
、
改
良
住
宅

成
美
団
地
改
修
工
事
の
際
に
、
当
該
団
地

の
床
下
に
空
洞
が
発
見
さ
れ
、
緊
急
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
高
密
度
電
気
探
査
機

を
用
い
た
調
査
経
費
843
万
５
千
円
を
計
上

し
調
査
が
行
わ
れ
た
。
今
後
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

費
用
の
面
等
検
討 

小
松
町
長

答
　
改
修
工
事
を
中
止
し
、
入
居
者
の
安
全

確
保
の
た
め
、
３
年
か
ら
５
年
を
め
ど
に

転
居
の
依
頼
を
し
た
。
７
世
帯
の
う
ち
５

世
帯
が
転
居
。
残
り
２
世
帯
の
移
転
に
つ

い
て
現
在
交
渉
中
。

　
全
て
移
転
が
完
了
す
れ
ば
、
更
地
に
と

思
っ
て
い
る
が
、
費
用
の
面
等
を
考
え
な

が
ら
検
討
す
る
。

管
理
体
制
等
は

問
　
公
共
施
設
等
の
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

管
理
が
で
き
る
よ
う
全
庁
的
な
推
進
体
制

を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
専
門
組
織
の
設

置
を
し
て
検
討
す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
体
制
で
検
討
し
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
の
か
。

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
検
討

 

小
松
町
長

答
　
総
務
課
に
財
務
管
理
室
を
置
き
、
公
共

施
設
等
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
で
検
討
す

る
。
今
年
度
は
個
別
施
設
管
理
計
画
を

作
っ
て
取
り
組
む
。

問 差別をなくする条例の一部改正
 検討が不十分では

答 審議会で検討 小松町長
教育・啓発は今までどおり 田中教育長

澤田 豊秋　議員（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 12回 30分 ＋ 35分 ） 65分

団地床下の空洞

ことうら議会だより　2020年５月１日　第64号―　15　―



一 般 質 問 一 般 質 問

  

か
か
げ
る
教
育
方
針
・

 

改
革
と
は

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を

大
切
に

問
　
さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
環
境
の
子
ど
も
が
い

る
中
、
子
ど
も
の
個
性
を
尊
重
し
、
地
域

に
根
ざ
し
た
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
知
識
だ
け
で
な
く
、
そ
の
得
た

知
識
を
応
用
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
教
育

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
教
育
長
は
ど
の
よ
う
な
教
育
方
針
を
か

か
げ
て
町
の
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
改
革
す
べ
き
点
は
。

質
の
高
い
き
め
細
や
か
な
教
育

を
推
し
進
め
て 

田
中
教
育
長

答
　
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
ろ
う
と
も
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
第
一

に
、
そ
し
て
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な

い
質
の
高
い
教
育
を
成
し
遂
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
き
め
細
や
か
な
教
育
を
推
し
進
め
て
い

く
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
町
講
師
の
任
用

な
ど
教
員
の
働
き
方
改
革
を
行
う
。

　
さ
ら
に
、
令
和
２
年
度
か
ら
「
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
ポ
ー
ト
」
と
い
う
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
く
。

　
地
域
の
歴
史
や
産
業
な
ど
を
と
お
し
て

故
郷
の
良
い
と
こ
ろ
や
、
自
分
が
こ
こ
で

ど
う
生
き
て
い
く
か
な
ど
を
考
え
て
も
ら

う
も
の
で
、
小
学
１
年
生
か
ら
高
校
３
年

生
を
対
象
に
考
え
て
い
る
。

民
間
出
身
の
校
長
の
例
を

問
　
広
島
県
教
育
委
員
会
の
教
育
長
は
、
民

間
出
身
の
方
で
あ
る
。

　
校
長
時
代
に
は
、
民
間
な
ら
で
は
の
ア

イ
デ
ア
で
教
育
現
場
に
新
し
い
風
を
取
り

入
れ
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
民
間
の
校
長
・
教

頭
の
採
用
を
全
国
に
先
駆
け
て
行
っ
て
み

て
は
ど
う
か
。

任
命
権
は
県
に
あ
る

 

田
中
教
育
長

答
　
校
長
の
任
命
権
は
、
市
町
村
で
は
な
く

県
に
あ
る
。
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、

新
し
い
風
を
教
育
現
場
に
入
れ
る
こ
と
は

大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
今
後
、
県

の
方
で
も
検
討
す
る
の
で
は
と
思
う
。

二
元
代
表
制
を
尊
重
し

議
会
と
の

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

問
　
町
の
方
針
を
決
め
る
議
会
に
お
い
て
、

町
長
と
議
員
と
の
間
で
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
話
し
合
い
が
で
き
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
の
問
題
に
お
い

て
も
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
て
い
れ
ば
き
ち
ん
と
し
た
対
応
が
で
き

た
は
ず
で
あ
る
。

　
町
長
の
考
え
方
や
思
い
が
十
分
議
員
に

伝
わ
っ
て
い
な
い
。

　
町
長
と
し
て
、
こ
の
琴
浦
町
を
ど
の
よ

う
な
町
に
し
て
い
き
た
い
の
か
、
政
治
姿

勢
を
問
う
。

情
報
共
有
し
な
が
ら

行
財
政
改
革
を 

小
松
町
長

答
　
説
明
の
仕
方
が
ま
ず
い
。
う
ま
く
伝
わ

ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
反
省
し
ろ
と
い
う

意
味
だ
と
思
う
の
で
、
今
回
の
当
初
予
算

に
つ
い
て
も
丁
寧
に
説
明
し
た
つ
も
り
。

　
多
く
の
町
民
と
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
聞
き
、

進
め
る
べ
き
こ
と
は
、
行
財
政
改
革
を
し

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

問 一人ひとりの子どもを
 大切にすることは

答 誰一人取り残すことのない
質の高い教育を 田中教育長

井木 裕　議員 （質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 11回 28分 ＋ 37分 ） 65分

琴浦町議会議場
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一 般 質 問 一 般 質 問

 

教
員
の
変
形
労
働
時
間
制

　
　
　

 

勤
務
時
間
を
年
単
位
で
管
理

す
る「
変
形
労
働
時
間
制
」

　
政
府
は
教
員
に
「
１
年
単
位
の
変
形
労

働
時
間
制
」
の
導
入
を
可
能
と
す
る
「
改

正
教
育
職
員
給
与
特
別
措
置
法
」
を
制
定

し
た
。
こ
れ
を
実
施
に
移
せ
ば
琴
浦
町
の

学
校
と
教
員
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る

の
か
。

　
過
半
数
労
働
者
の
合
意
（
労
使
協
定
）

等
が
な
け
れ
ば
導
入
で
き
な
い
。
導
入
は

完
全
な
選
択
制
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

「
教
員
の
変
形
労
働
時
間
制
」
を
琴
浦
町

は
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

非
常
に
問
題
が
あ
る

 

田
中
教
育
長

答
　
地
方
の
判
断
で
選
択
的
に
導
入
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
鳥
取
県
は
導
入
の
条

例
を
作
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を
見
て
か
ら

に
な
る
。

　
介
護
や
子
育
て
を
す
る
教
員
に
と
っ
て

は
不
都
合
が
生
じ
難
し
く
な
る
。

　
導
入
で
勤
務
時
間
が
延
び
る
と
時
間
外

勤
務
を
減
ら
す
こ
と
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
か

る
。
こ
の
変
形
労
働
時
間
制
は
非
常
に
問

題
が
あ
る
。

　
　
　

 

ど
う
な
っ
て
い
る
教
員
の

定
数

　
共
産
党
は
「
教
職
数
を
増
や
し
て
、
異

常
な
長
時
間
労
働
の
是
正
を
、
学
校
を
よ

り
良
い
教
育
の
場
に
す
る
」
と
の
提
案
を

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
日
本
の
学
校
の

基
本
的
矛
盾
」
と
し
て
「（
授
業
数
に
比

べ
て
）
２
割
も
少
な
い
教
員
定
数
で
膨
大

な
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
が
、
我
が
町
の
教
員
定
数
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

絶
対
的
に
足
り
な
い

 

田
中
教
育
長

答
　
絶
対
的
に
教
職
員
の
定
数
は
足
り
な

い
。
教
員
定
数
の
補
充
を
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
問
題
解
決
に
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
町
は
国
の
施
策
を
待
た
ず
「
業
務
ア
シ

ス
ト
」「
町
講
師
」
を
配
置
し
て
業
務
を

減
ら
す
よ
う
に
し
て
い
る
。
業
務
改
善
を

外
部
コ
ン
サ
ル
に
依
頼
し
て
進
め
よ
う
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
　

 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
守
ら
れ
て

い
る
か

　
国
の
教
職
員
の
働
き
方
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
、
残
業
時
間
は
月
に
45
時
間
、
年
間

３
６
０
時
間
以
内
だ
。

　
教
員
全
員
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
以
下
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
琴
浦
町
で
は
「
教
員

の
変
形
労
働
時
間
制
」
の
導
入
が
可
能
な

学
校
は
あ
る
か
。

過
労
死
ラ
イ
ン
越
え
も

 

田
中
教
育
長

答
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
守
ら
れ
て
い
な
い
。

特
に
80
時
間
と
い
う
過
労
死
ラ
イ
ン
を
小

学
校
で
は
３
分
の
１
が
超
え
て
い
る
。
中

学
校
で
は
57・
7
％
が
超
え
て
い
る
と
い

う
の
が
文
科
省
の
28
年
の
調
査
。

　
琴
浦
町
の
中
学
校
に
お
い
て
、
45
時

間
、
過
労
死
ラ
イ
ン
の
80
時
間
を
超
え
る

教
職
員
が
存
在
す
る
。

　
毎
月
各
学
校
か
ら
デ
ー
タ
を
提
出
さ

せ
、
そ
れ
を
見
る
と
小
学
校
の
平
均
は
30

数
時
間
、
そ
の
う
ち
３
人
か
ら
５
人
が
45

時
間
を
超
え
て
い
る
。
中
学
校
で
は
50
時

間
前
後
と
な
っ
て
い
る
。

　
　問

　
　問

　
　問

青亀 壽宏　議員

問 教員の変形労働時間制
 導入の考えは

答 時間外勤務の是正が難
しくなる 田中教育長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 17回 30分 ＋ 30分 ） 60分

ことうら議会だより　2020年５月１日　第64号―　17　―



一 般 質 問 一 般 質 問

  

か
か
げ
る
教
育
方
針
・

 

改
革
と
は

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
を

大
切
に

問
　
さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
環
境
の
子
ど
も
が
い

る
中
、
子
ど
も
の
個
性
を
尊
重
し
、
地
域

に
根
ざ
し
た
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
知
識
だ
け
で
な
く
、
そ
の
得
た

知
識
を
応
用
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
教
育

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
教
育
長
は
ど
の
よ
う
な
教
育
方
針
を
か

か
げ
て
町
の
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
改
革
す
べ
き
点
は
。

質
の
高
い
き
め
細
や
か
な
教
育

を
推
し
進
め
て 

田
中
教
育
長

答
　
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
ろ
う
と
も
、
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
第
一

に
、
そ
し
て
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な

い
質
の
高
い
教
育
を
成
し
遂
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
き
め
細
や
か
な
教
育
を
推
し
進
め
て
い

く
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
町
講
師
の
任
用

な
ど
教
員
の
働
き
方
改
革
を
行
う
。

　
さ
ら
に
、
令
和
２
年
度
か
ら
「
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
ポ
ー
ト
」
と
い
う
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
く
。

　
地
域
の
歴
史
や
産
業
な
ど
を
と
お
し
て

故
郷
の
良
い
と
こ
ろ
や
、
自
分
が
こ
こ
で

ど
う
生
き
て
い
く
か
な
ど
を
考
え
て
も
ら

う
も
の
で
、
小
学
１
年
生
か
ら
高
校
３
年

生
を
対
象
に
考
え
て
い
る
。

民
間
出
身
の
校
長
の
例
を

問
　
広
島
県
教
育
委
員
会
の
教
育
長
は
、
民

間
出
身
の
方
で
あ
る
。

　
校
長
時
代
に
は
、
民
間
な
ら
で
は
の
ア

イ
デ
ア
で
教
育
現
場
に
新
し
い
風
を
取
り

入
れ
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
民
間
の
校
長
・
教

頭
の
採
用
を
全
国
に
先
駆
け
て
行
っ
て
み

て
は
ど
う
か
。

任
命
権
は
県
に
あ
る

 

田
中
教
育
長

答
　
校
長
の
任
命
権
は
、
市
町
村
で
は
な
く

県
に
あ
る
。
社
会
情
勢
の
変
化
の
中
で
、

新
し
い
風
を
教
育
現
場
に
入
れ
る
こ
と
は

大
事
な
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、
今
後
、
県

の
方
で
も
検
討
す
る
の
で
は
と
思
う
。

二
元
代
表
制
を
尊
重
し

議
会
と
の

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

問
　
町
の
方
針
を
決
め
る
議
会
に
お
い
て
、

町
長
と
議
員
と
の
間
で
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
話
し
合
い
が
で
き
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
の
問
題
に
お
い

て
も
十
分
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と

れ
て
い
れ
ば
き
ち
ん
と
し
た
対
応
が
で
き

た
は
ず
で
あ
る
。

　
町
長
の
考
え
方
や
思
い
が
十
分
議
員
に

伝
わ
っ
て
い
な
い
。

　
町
長
と
し
て
、
こ
の
琴
浦
町
を
ど
の
よ

う
な
町
に
し
て
い
き
た
い
の
か
、
政
治
姿

勢
を
問
う
。

情
報
共
有
し
な
が
ら

行
財
政
改
革
を 

小
松
町
長

答
　
説
明
の
仕
方
が
ま
ず
い
。
う
ま
く
伝
わ

ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
反
省
し
ろ
と
い
う

意
味
だ
と
思
う
の
で
、
今
回
の
当
初
予
算

に
つ
い
て
も
丁
寧
に
説
明
し
た
つ
も
り
。

　
多
く
の
町
民
と
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
聞
き
、

進
め
る
べ
き
こ
と
は
、
行
財
政
改
革
を
し

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

問 一人ひとりの子どもを
 大切にすることは

答 誰一人取り残すことのない
質の高い教育を 田中教育長

井木 裕　議員 （質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 11回 28分 ＋ 37分 ） 65分

琴浦町議会議場
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一 般 質 問 一 般 質 問

 

教
員
の
変
形
労
働
時
間
制

　
　
　

 

勤
務
時
間
を
年
単
位
で
管
理

す
る「
変
形
労
働
時
間
制
」

　
政
府
は
教
員
に
「
１
年
単
位
の
変
形
労

働
時
間
制
」
の
導
入
を
可
能
と
す
る
「
改

正
教
育
職
員
給
与
特
別
措
置
法
」
を
制
定

し
た
。
こ
れ
を
実
施
に
移
せ
ば
琴
浦
町
の

学
校
と
教
員
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出
る

の
か
。

　
過
半
数
労
働
者
の
合
意
（
労
使
協
定
）

等
が
な
け
れ
ば
導
入
で
き
な
い
。
導
入
は

完
全
な
選
択
制
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の

「
教
員
の
変
形
労
働
時
間
制
」
を
琴
浦
町

は
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

非
常
に
問
題
が
あ
る

 
田
中
教
育
長

答
　
地
方
の
判
断
で
選
択
的
に
導
入
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
鳥
取
県
は
導
入
の
条

例
を
作
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を
見
て
か
ら

に
な
る
。

　
介
護
や
子
育
て
を
す
る
教
員
に
と
っ
て

は
不
都
合
が
生
じ
難
し
く
な
る
。

　
導
入
で
勤
務
時
間
が
延
び
る
と
時
間
外

勤
務
を
減
ら
す
こ
と
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
か

る
。
こ
の
変
形
労
働
時
間
制
は
非
常
に
問

題
が
あ
る
。

　
　
　

 

ど
う
な
っ
て
い
る
教
員
の

定
数

　
共
産
党
は
「
教
職
数
を
増
や
し
て
、
異

常
な
長
時
間
労
働
の
是
正
を
、
学
校
を
よ

り
良
い
教
育
の
場
に
す
る
」
と
の
提
案
を

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
「
日
本
の
学
校
の

基
本
的
矛
盾
」
と
し
て
「（
授
業
数
に
比

べ
て
）
２
割
も
少
な
い
教
員
定
数
で
膨
大

な
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て

い
る
が
、
我
が
町
の
教
員
定
数
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

絶
対
的
に
足
り
な
い

 

田
中
教
育
長

答
　
絶
対
的
に
教
職
員
の
定
数
は
足
り
な

い
。
教
員
定
数
の
補
充
を
や
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
問
題
解
決
に
な
ら
な
い
と
思
う
。

　
町
は
国
の
施
策
を
待
た
ず
「
業
務
ア
シ

ス
ト
」「
町
講
師
」
を
配
置
し
て
業
務
を

減
ら
す
よ
う
に
し
て
い
る
。
業
務
改
善
を

外
部
コ
ン
サ
ル
に
依
頼
し
て
進
め
よ
う
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
　

 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
守
ら
れ
て

い
る
か

　
国
の
教
職
員
の
働
き
方
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
、
残
業
時
間
は
月
に
45
時
間
、
年
間

３
６
０
時
間
以
内
だ
。

　
教
員
全
員
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
以
下
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
琴
浦
町
で
は
「
教
員

の
変
形
労
働
時
間
制
」
の
導
入
が
可
能
な

学
校
は
あ
る
か
。

過
労
死
ラ
イ
ン
越
え
も

 

田
中
教
育
長

答
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
守
ら
れ
て
い
な
い
。

特
に
80
時
間
と
い
う
過
労
死
ラ
イ
ン
を
小

学
校
で
は
３
分
の
１
が
超
え
て
い
る
。
中

学
校
で
は
57・
7
％
が
超
え
て
い
る
と
い

う
の
が
文
科
省
の
28
年
の
調
査
。

　
琴
浦
町
の
中
学
校
に
お
い
て
、
45
時

間
、
過
労
死
ラ
イ
ン
の
80
時
間
を
超
え
る

教
職
員
が
存
在
す
る
。

　
毎
月
各
学
校
か
ら
デ
ー
タ
を
提
出
さ

せ
、
そ
れ
を
見
る
と
小
学
校
の
平
均
は
30

数
時
間
、
そ
の
う
ち
３
人
か
ら
５
人
が
45

時
間
を
超
え
て
い
る
。
中
学
校
で
は
50
時

間
前
後
と
な
っ
て
い
る
。

　
　問

　
　問

　
　問

青亀 壽宏　議員

問 教員の変形労働時間制
 導入の考えは

答 時間外勤務の是正が難
しくなる 田中教育長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 17回 30分 ＋ 30分 ） 60分
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一 般 質 問 一 般 質 問

  

同
和
対
策

　
　
　

同
和
対
策
事
業
は
見
直
し
、
必
要

な
も
の
は
一
般
化
す
べ
き
で
は
。

固
定
資
産
税
減
免
廃
止

 

小
松
町
長

答
　
４
月
か
ら
固
定
資
産
税
の
減
免
は
行
わ

な
い
。
文
化
セ
ン
タ
ー
職
員
数
も
減
ら
す
。

学
習
会
の
見
直
し

 

田
中
教
育
長

答
　

地
区
学
習
会
で
の
学
習
指
導
は
、
教
職

員
は
か
か
わ
る
こ
と
を
止
め
る
。

　

今
後
の
学
習
会
は
、
指
導
は
文
化
セ
ン

タ
ー
職
員
、
学
習
指
導
は
教
職
員
Ｏ
Ｂ
、

外
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
配
置
し
て
行
っ

て
い
く
。

成
人
式

　
　
　

２
０
２
２
年
４
月
１
日
か
ら
成
年

年
齢
が
18
歳
に
な
る
。
成
人
式
は

18
歳
を
対
象
に
開
催
す
べ
き
で
は
。

ま
だ
決
め
て
い
な
い

 

小
松
町
長

答
　
18
歳
は
高
校
３
年
生
で
大
学
受
験
な
ど

も
あ
り
、
ま
だ
や
る
形
を
決
め
て
い
な
い
。

カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル

　
　
　

新
聞
に
「
町
長
は
閉
鎖
の
意
向
を

明
ら
か
に
し
た
」
と
掲
載
さ
れ
た

が
ホ
ー
ル
は
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
昨
年
７
月
に
エ
ア
コ
ン
が
パ
ン
ク
し
、

室
外
機
等
を
新
調
す
る
こ
と
で
６
千
万

円
、
天
井
（
耐
震
）
の
問
題
も
あ
り
、
予

算
化
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
４
月
以
降
の

利
用
受
付
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

国
際
化
・
国
際
交
流

　
　
　

国
際
化
が
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
、

急
速
に
進
ん
で
い
る
。
町
の
国
際

化
や
交
流
に
つ
い
て
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
交
流
は
韓
国
の
麟イ
ン
ジ
ェ蹄
郡
を
中
心
に
や
っ

て
き
た
が
、
今
の
日
韓
の
状
況
を
見
な
が

ら
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
韓
国
の
中
学
校
と
交
流
を
行
っ
て
き
た

が
、
保
留
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は

英
語
圏
と
の
交
流
を
考
え
て
い
く
。

自
立
教
育

　
　
　

日
本
の
若
者
は
、
自
立
心
が
低
い

と
い
う
調
査
報
告
が
あ
る
。

　
昔
は
数
え
年
の
15
歳
で
元
服
で
成
人
と

な
る
。
立
志
式
を
14
歳
を
対
象
に
取
り
組

ん
で
は
。

　
立
志
式
を
先
進
的
に
や
っ
て
い
る
県
も

あ
る
の
で
、情
報
を
集
め
て
検
討
し
て
い
く
。

問問

問

カウベルホールのエアコン室外機

改
修
費
用
が
問
題

 

小
松
町
長

答問

日
韓
関
係
を
静
観

 

小
松
町
長

答
英
語
圏
と
交
流

 

田
中
教
育
長

答問
検
討
す
る

 

田
中
教
育
長

答「
立
志
式
」

　
元
服
に
ち
な
ん
で
（
数
え
年
の
）
15
歳
を

祝
う
行
事
。
参
加
者
は
、
将
来
の
決
意
や
目

標
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
お
と
な

に
な
る
自
覚
を
深
め
る
。 （
三
省
堂
大
辞
林
よ
り
）

問 ①同和対策見直しを
②成人式 ③カウベルホール
④国際交流 ⑤自立教育

答 ①固定資産税減免廃止 小松町長
①学習会を見直す 田中教育長

高塚 勝　議員 （質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 26回 27分 ＋ 50分 ） 77分
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一 般 質 問 一 般 質 問

 

休
館
す
る
と
は
聞
い
て
い
た
が

突
然
の
新
聞
報
道

問
　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
町
長
は
閉
鎖
の
意

向
を
明
ら
か
に
し
た
と
あ
る
が
、
議
会
に

説
明
が
な
い
の
は
ど
う
し
て
か
。

　
カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
の
閉
鎖
は
町
民
に

と
っ
て
も
大
変
関
心
の
あ
る
問
題
で
あ

る
。
町
長
の
考
え
は
。

概
算
で
８
億

 

小
松
町
長

答
　
予
算
化
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
イ

コ
ー
ル
閉
鎖
と
い
う
話
に
な
り
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
る
。
昨
年
か
ら
４
月
の
休
館

に
つ
い
て
は
説
明
を
し
て
き
た
つ
も
り
だ
。

　
３
年
前
の
台
風
の
被
害
で
財
源
か
ら

４
億
８
千
万
と
り
く
ず
し
て
い
る
。
簡
単

な
約
束
は
で
き
な
い
。

陳
情
の
件
、
３
回
も
継
続

審
査
に
な
っ
て
い
る
が
。

問
理
解
を
求
め
た
い

答
　
起
債
や
補
助
金
で
何
と
か
し
よ
う
と
し

て
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
理
解
を

求
め
た
い
。

　
町
民
有
志
に
よ
る
署
名
活
動
、

５
２
３
６
人
の
件
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

一
人
当
た
り
２
万
円
強
の

負
担

答
　
修
繕
費
約
８
億
円
必
要
。
町
民
一
人
当

た
り
２
万
円
強
の
負
担
に
な
る
と
説
明
し

て
い
る
。補

助
金
の
可
能
性
は

問
　
補
助
金
の
件
、
町
長
自
ら
誠
意
を
も
っ

て
対
応
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　

補
助
事
業
担
当
者
が
各
省
庁
に
照

会
な
り
対
応
し
た
。

　
　
　
こ
の
件
は
町
民
に
と
っ
て
大
変
関

心
の
あ
る
問
題
で
あ
る
。
町
の
有

識
者
な
ど
と
協
議
さ
れ
る
考
え
は
。

 　
　
　

基
金
、
起
債
、
補
助
事
業
、
手
を

尽
く
し
た
が
今
年
度
の
予
算
に
組

み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
頼

ん
で
ど
う
に
か
な
る
と
い
う
よ
う
な
話
で

は
な
い
。

高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援

　
　
　
高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と
し

て
、
ア
ク
セ
ル
踏
み
間
違
い
防
止

装
置（
サ
ポ
カ
ー
）や
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
設
置
に
か
か
る
費
用
の
助
成
を
し
て

は
ど
う
か
。

県
の
制
度
で
対
応

答
　
県
の
制
度
が
変
わ
る
。
上
乗
せ
の
義
務

は
な
い
の
で
本
年
度
の
予
算
に
は
上
程
し

て
い
な
い
。

　
　
　
県
の
支
援
は
加
速
抑
制
装
置
が

３
万
円
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

が
３
千
円
と
な
っ
て
い
る
が
。

　
　
　

国
の
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
が
始
ま

る
。
県
も
そ
ち
ら
に
移
行
。
町
も

Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

５
２
６
３
人
分
の
署
名

問答問答

問問答

手嶋 正巳　議員

問 カウベルホールの
 再検討を

答 改修費のメドが立たない
4月以降は休館とする 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 15回 12分 ＋ 27分 ） 39分
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一 般 質 問 一 般 質 問

  

同
和
対
策

　
　
　

同
和
対
策
事
業
は
見
直
し
、
必
要

な
も
の
は
一
般
化
す
べ
き
で
は
。

固
定
資
産
税
減
免
廃
止

 

小
松
町
長

答
　
４
月
か
ら
固
定
資
産
税
の
減
免
は
行
わ

な
い
。
文
化
セ
ン
タ
ー
職
員
数
も
減
ら
す
。

学
習
会
の
見
直
し

 

田
中
教
育
長

答
　

地
区
学
習
会
で
の
学
習
指
導
は
、
教
職

員
は
か
か
わ
る
こ
と
を
止
め
る
。

　

今
後
の
学
習
会
は
、
指
導
は
文
化
セ
ン

タ
ー
職
員
、
学
習
指
導
は
教
職
員
Ｏ
Ｂ
、

外
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
配
置
し
て
行
っ

て
い
く
。

成
人
式

　
　
　

２
０
２
２
年
４
月
１
日
か
ら
成
年

年
齢
が
18
歳
に
な
る
。
成
人
式
は

18
歳
を
対
象
に
開
催
す
べ
き
で
は
。

ま
だ
決
め
て
い
な
い

 

小
松
町
長

答
　
18
歳
は
高
校
３
年
生
で
大
学
受
験
な
ど

も
あ
り
、
ま
だ
や
る
形
を
決
め
て
い
な
い
。

カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル

　
　
　

新
聞
に
「
町
長
は
閉
鎖
の
意
向
を

明
ら
か
に
し
た
」
と
掲
載
さ
れ
た

が
ホ
ー
ル
は
今
後
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
昨
年
７
月
に
エ
ア
コ
ン
が
パ
ン
ク
し
、

室
外
機
等
を
新
調
す
る
こ
と
で
６
千
万

円
、
天
井
（
耐
震
）
の
問
題
も
あ
り
、
予

算
化
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
４
月
以
降
の

利
用
受
付
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

国
際
化
・
国
際
交
流

　
　
　

国
際
化
が
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
、

急
速
に
進
ん
で
い
る
。
町
の
国
際

化
や
交
流
に
つ
い
て
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
交
流
は
韓
国
の
麟イ
ン
ジ
ェ蹄
郡
を
中
心
に
や
っ

て
き
た
が
、
今
の
日
韓
の
状
況
を
見
な
が

ら
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　
韓
国
の
中
学
校
と
交
流
を
行
っ
て
き
た

が
、
保
留
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
は

英
語
圏
と
の
交
流
を
考
え
て
い
く
。

自
立
教
育

　
　
　

日
本
の
若
者
は
、
自
立
心
が
低
い

と
い
う
調
査
報
告
が
あ
る
。

　
昔
は
数
え
年
の
15
歳
で
元
服
で
成
人
と

な
る
。
立
志
式
を
14
歳
を
対
象
に
取
り
組

ん
で
は
。

　
立
志
式
を
先
進
的
に
や
っ
て
い
る
県
も

あ
る
の
で
、情
報
を
集
め
て
検
討
し
て
い
く
。

問問

問

カウベルホールのエアコン室外機

改
修
費
用
が
問
題

 

小
松
町
長

答問

日
韓
関
係
を
静
観

 

小
松
町
長

答
英
語
圏
と
交
流

 
田
中
教
育
長

答問
検
討
す
る

 

田
中
教
育
長

答「
立
志
式
」

　
元
服
に
ち
な
ん
で
（
数
え
年
の
）
15
歳
を

祝
う
行
事
。
参
加
者
は
、
将
来
の
決
意
や
目

標
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
お
と
な

に
な
る
自
覚
を
深
め
る
。 （
三
省
堂
大
辞
林
よ
り
）

問 ①同和対策見直しを
②成人式 ③カウベルホール
④国際交流 ⑤自立教育

答 ①固定資産税減免廃止 小松町長
①学習会を見直す 田中教育長

高塚 勝　議員 （質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 26回 27分 ＋ 50分 ） 77分
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一 般 質 問 一 般 質 問

 

休
館
す
る
と
は
聞
い
て
い
た
が

突
然
の
新
聞
報
道

問
　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
町
長
は
閉
鎖
の
意

向
を
明
ら
か
に
し
た
と
あ
る
が
、
議
会
に

説
明
が
な
い
の
は
ど
う
し
て
か
。

　
カ
ウ
ベ
ル
ホ
ー
ル
の
閉
鎖
は
町
民
に

と
っ
て
も
大
変
関
心
の
あ
る
問
題
で
あ

る
。
町
長
の
考
え
は
。

概
算
で
８
億

 

小
松
町
長

答
　
予
算
化
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
イ

コ
ー
ル
閉
鎖
と
い
う
話
に
な
り
申
し
訳
な

く
思
っ
て
い
る
。
昨
年
か
ら
４
月
の
休
館

に
つ
い
て
は
説
明
を
し
て
き
た
つ
も
り
だ
。

　
３
年
前
の
台
風
の
被
害
で
財
源
か
ら

４
億
８
千
万
と
り
く
ず
し
て
い
る
。
簡
単

な
約
束
は
で
き
な
い
。

陳
情
の
件
、
３
回
も
継
続

審
査
に
な
っ
て
い
る
が
。

問
理
解
を
求
め
た
い

答
　
起
債
や
補
助
金
で
何
と
か
し
よ
う
と
し

て
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
理
解
を

求
め
た
い
。

　
町
民
有
志
に
よ
る
署
名
活
動
、

５
２
３
６
人
の
件
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

一
人
当
た
り
２
万
円
強
の

負
担

答
　
修
繕
費
約
８
億
円
必
要
。
町
民
一
人
当

た
り
２
万
円
強
の
負
担
に
な
る
と
説
明
し

て
い
る
。補

助
金
の
可
能
性
は

問
　
補
助
金
の
件
、
町
長
自
ら
誠
意
を
も
っ

て
対
応
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　

補
助
事
業
担
当
者
が
各
省
庁
に
照

会
な
り
対
応
し
た
。

　
　
　
こ
の
件
は
町
民
に
と
っ
て
大
変
関

心
の
あ
る
問
題
で
あ
る
。
町
の
有

識
者
な
ど
と
協
議
さ
れ
る
考
え
は
。

 　
　
　

基
金
、
起
債
、
補
助
事
業
、
手
を

尽
く
し
た
が
今
年
度
の
予
算
に
組

み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
頼

ん
で
ど
う
に
か
な
る
と
い
う
よ
う
な
話
で

は
な
い
。

高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援

　
　
　
高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
と
し

て
、
ア
ク
セ
ル
踏
み
間
違
い
防
止

装
置（
サ
ポ
カ
ー
）や
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
設
置
に
か
か
る
費
用
の
助
成
を
し
て

は
ど
う
か
。

県
の
制
度
で
対
応

答
　
県
の
制
度
が
変
わ
る
。
上
乗
せ
の
義
務

は
な
い
の
で
本
年
度
の
予
算
に
は
上
程
し

て
い
な
い
。

　
　
　
県
の
支
援
は
加
速
抑
制
装
置
が

３
万
円
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

が
３
千
円
と
な
っ
て
い
る
が
。

　
　
　

国
の
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
が
始
ま

る
。
県
も
そ
ち
ら
に
移
行
。
町
も

Ｐ
Ｒ
に
努
め
る
。

５
２
６
３
人
分
の
署
名

問答問答

問問答

手嶋 正巳　議員

問 カウベルホールの
 再検討を

答 改修費のメドが立たない
4月以降は休館とする 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 15回 12分 ＋ 27分 ） 39分
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一 般 質 問 一 般 質 問

子
育
て
の
町
の
取
り
組
み

　
　
　
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
取
り
組
み
、
男

性
職
員
の
育
児
休
暇
の
取
得
は
進

ん
で
い
る
か
。「
10
秒
の
愛
」
の
取
り
組

み
は
継
続
し
て
い
る
か
。
町
独
自
の
「
子

育
て
の
町
こ
と
う
ら
」
を
制
定
し
て
は
ど

う
か
。

毎
週
水
曜
は
ノ
ー
残
業
デ
ー

 

小
松
町
長

答
　
毎
週
水
曜
日
は
ノ
ー
残
業
デ
ー
と
し
て

い
る
。
な
か
な
か
進
ま
な
い
中
に
、
だ
ん

だ
ん
と
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
部
分
が
あ

る
。
育
児
休
暇
は
働
き
方
改
革
の
中
で
求

め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
、
ス
タ
ー
ト
は

切
っ
て
い
る
が
、
積
極
的
に
取
得
す
る
こ

と
に
は
な
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。「
子

育
て
の
町
こ
と
う
ら
」
は
、
県
の
よ
う
な

形
を
と
る
と
い
う
の
も
一
つ
の
案
だ
と
思

う
が
、
ま
だ
実
態
が
伴
っ
て
い
な
い
。

「
10
秒
の
愛
」
は
継
続

 

田
中
教
育
長

答
　
三
年
に
一
度
、
講
演
会
を
中
学
校
で

行
っ
て
い
る
。
Ｔ
Ｃ
Ｃ
で
の
啓
発
や
、
実

行
委
員
が
各
小
学
校
に
行
っ
て
講
演
す
る

な
ど
、
ま
た
、
缶
バ
ッ
ジ
は
文
化
祭
や
イ

ベ
ン
ト
で
配
布
し
て
い
る
。

　
ノ
ー
残
業
デ
ー
は
な
か
な
か
難
し
い
と

い
う
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
伝

え
て
い
る
か
。

メ
ー
ル
で
告
知

 

小
松
町
長

答
　
水
曜
日
の
朝
、メ
ー
ル
で
配
信
し
て「
今

日
は
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
だ
と
告
知
し
て
い

る
。

7
割
方
は
帰
っ
て
い
る

 

山
田
総
務
課
長

答
　
各
管
理
職
に
情
報
を
提
供
し
て
、
早
期

に
帰
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
部
署

に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
。

　
毎
月
10
・
20
・
30
日
は
、
Ｔ
Ｃ
Ｃ
の
文

字
放
送
で
啓
発
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

意
識
が
浸
透
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

新
た
な
一
歩
が
踏
み
出
せ
れ
ば

 

田
中
教
育
長

答
　
例
年
や
っ
て
き
て
、
同
じ
こ
と
の
繰
り

返
し
と
い
う
感
じ
が
強
い
。
な
か
な
か
意

識
が
高
ま
ら
な
い
現
状
に
あ
る
。
今
年
度

の
反
省
と
来
年
度
の
取
り
組
み
の
協
議
を

し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

　
制
定
の
趣
旨
を
理
解
し
て
、
育
児
の
日

の
啓
発
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
定
着
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。「
子
育

て
の
町
こ
と
う
ら
」
を
ぜ
ひ
制
定
し
て
い

た
だ
き
、
琴
浦
町
は
す
ば
ら
し
い
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
い
う
思
い
を
持
て
る
よ
う

全
面
的
に
広
め
て
は
。

一
つ
ず
つ
進
ん
で
い
く

 

小
松
町
長

答
　
い
ろ
ん
な
意
味
で
子
育
て
が
そ
ろ
っ
て

い
る
町
で
住
ん
で
み
た
い
と
思
う
よ
う
な

町
に
な
る
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　
　問

ノ
ー
残
業
デ
ー
は

 

何
人
帰
る
の
か

問
「
10
秒
の
愛
」
の
意
識
は

問

琴
浦
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た

 

と
い
う
思
い
を

問

新藤 登子　議員

問 「子育ての町ことうら」
 の制定を

答 まだ実態が伴っていないこと 小松町長
「10秒の愛」 の啓発はTCC、講演などで 田中教育長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 15回 27分 ＋ 25分 ） 52分
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一 般 質 問 一 般 質 問

環
境
に
配
慮

　
松
く
い
虫
の
防
除
に
つ
い
て
、
空
中
散

布
を
今
年
も
行
わ
れ
る
予
定
だ
が
、
そ
の

有
効
性
と
、
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
、
環
境

へ
の
配
慮
の
点
に
お
い
て
も
中
止
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
。
散
布
で
使
わ
れ
る
ネ
オ

ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
の
農
薬
（
殺
虫
剤
）
は

Ｅ
Ｕ
で
は
す
で
に
使
用
禁
止
と
な
っ
て
い

る
。
最
近
の
例
で
は
、
宍
道
湖
の
生
態
系

に
甚
大
な
影
響
を
与
え
て
、
ウ
ナ
ギ
、
ワ

カ
サ
ギ
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
空

中
散
布
は
何
十
年
も
前
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
が
、
一
向
に
松
枯
れ
が
無
く
な
る
わ
け

で
は
な
い
。
他
に
も
防
除
法
（
伐
倒
燻く
ん

蒸
・
薬
剤
注
入
）
が
あ
る
の
に
、
空
中
散

布
と
い
う
あ
ま
り
に
も
安
易
で
乱
暴
、
デ

リ
カ
シ
ー
に
欠
け
る
方
法
は
中
止
す
べ

き
。
先
の
「
ダ
ボ
ス
会
議
」
で
グ
レ
タ
さ

ん
が
訴
え
た
「
あ
な
た
方
は
何
も
し
て
い

な
い
、
私
た
ち
の
家
は
燃
え
て
い
る
」
こ

の
言
葉
の
意
味
を
深
く
考
え
、
未
来
に
残

す
財
産
と
し
て
、
自
然
環
境
を
守
る
こ
と

が
大
人
の
役
割
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

感
情
論
で
は
駄
目

 

小
松
町
長

答
　
や
る
か
や
ら
な
い
か
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー

か
と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
進
め
て

い
き
た
い
。

人
口
流
出
問
題

　
　
　
学
生
が
卒
業
後
の
進
路
に
地
元
を

選
択
す
る
、
動
機
づ
け
と
し
て
の

教
育
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
が
、
一
方
で

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
も
生
か
す
場
所
が

な
い
た
め
、
都
会
を
選
ば
ざ
る
を
え
な
い

現
実
が
あ
る
。
そ
の
ジ
レ
ン
マ
に
ど
う
折

り
合
い
を
つ
け
て
い
く
の
か
、
行
政
の
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
「
未
来
人
材
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
」

と
い
う
も
の
が
、
1
年
に
10
名
、
5
年
間

で
50
名
が
、
呼
び
水
に
な
ら
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
ほ
か
に
も
施
策
を
考
え
て
い

る
が
、
今
の
と
こ
ろ
一
つ
の
代
表
例
。

ふ
る
さ
と
愛
を
醸
成

 

田
中
教
育
長

答
　
奨
学
金
制
度
と
併
せ
て
、
ま
ず
町
に

帰
っ
て
こ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
子

ど
も
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
ス
キ

ル
を
生
か
せ
な
い
現
実
は
あ
る
が
、
し
ご

と
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど

も
あ
る
。
ま
た
、
起
業
す
る
場
合
、
都
会

に
比
べ
れ
ば
初
期
投
資
が
安
い
利
点
も
あ

る
。
今
年
の
4
月
か
ら
小
学
1
年
か
ら
高

校
生
ま
で
の
間
、
※
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー

ト
を
つ
く
り
、
仕
事
を
す
る
意
味
、
自
分

が
ど
う
生
き
て
い
く
の
か
学
ぶ
一
助
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
地
元
に
世
話

に
な
っ
て
育
て
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
気

持
ち
を 

も
た
せ
て
送
り
出
す
こ
と
も
大
切

だ
と
考
え
て
い
る
。

実
行
の
た
め
の
根
拠
不
足

問

問

施
策
の
目
玉
の
ひ
と
つ

 

小
松
町
長

答※
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
と
は

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
自
ら

の
学
習
状
況
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
見
直
し
た

り
振
り
返
っ
た
り
し
な
が
ら
、
自
身
の
変
容

や
成
長
を
自
己
評
価
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ

た
個
人
評
価
ツ
ー
ル 

（
文
部
科
学
省
）

角勝 計介　議員

問 松くい虫防除
 空中散布やめるべき

答 難しい問題だが
検討する 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 12回 15分 ＋ 29分 ） 44分

ヘリコプターによる空中散布準備
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一 般 質 問 一 般 質 問

子
育
て
の
町
の
取
り
組
み

　
　
　
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
取
り
組
み
、
男

性
職
員
の
育
児
休
暇
の
取
得
は
進

ん
で
い
る
か
。「
10
秒
の
愛
」
の
取
り
組

み
は
継
続
し
て
い
る
か
。
町
独
自
の
「
子

育
て
の
町
こ
と
う
ら
」
を
制
定
し
て
は
ど

う
か
。

毎
週
水
曜
は
ノ
ー
残
業
デ
ー

 

小
松
町
長

答
　
毎
週
水
曜
日
は
ノ
ー
残
業
デ
ー
と
し
て

い
る
。
な
か
な
か
進
ま
な
い
中
に
、
だ
ん

だ
ん
と
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
る
部
分
が
あ

る
。
育
児
休
暇
は
働
き
方
改
革
の
中
で
求

め
ら
れ
て
い
る
状
況
で
、
ス
タ
ー
ト
は

切
っ
て
い
る
が
、
積
極
的
に
取
得
す
る
こ

と
に
は
な
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。「
子

育
て
の
町
こ
と
う
ら
」
は
、
県
の
よ
う
な

形
を
と
る
と
い
う
の
も
一
つ
の
案
だ
と
思

う
が
、
ま
だ
実
態
が
伴
っ
て
い
な
い
。

「
10
秒
の
愛
」
は
継
続

 

田
中
教
育
長

答
　
三
年
に
一
度
、
講
演
会
を
中
学
校
で

行
っ
て
い
る
。
Ｔ
Ｃ
Ｃ
で
の
啓
発
や
、
実

行
委
員
が
各
小
学
校
に
行
っ
て
講
演
す
る

な
ど
、
ま
た
、
缶
バ
ッ
ジ
は
文
化
祭
や
イ

ベ
ン
ト
で
配
布
し
て
い
る
。

　
ノ
ー
残
業
デ
ー
は
な
か
な
か
難
し
い
と

い
う
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
伝

え
て
い
る
か
。

メ
ー
ル
で
告
知

 

小
松
町
長

答
　
水
曜
日
の
朝
、メ
ー
ル
で
配
信
し
て「
今

日
は
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
だ
と
告
知
し
て
い

る
。

7
割
方
は
帰
っ
て
い
る

 

山
田
総
務
課
長

答
　
各
管
理
職
に
情
報
を
提
供
し
て
、
早
期

に
帰
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
部
署

に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
。

　
毎
月
10
・
20
・
30
日
は
、
Ｔ
Ｃ
Ｃ
の
文

字
放
送
で
啓
発
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

意
識
が
浸
透
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

新
た
な
一
歩
が
踏
み
出
せ
れ
ば

 

田
中
教
育
長

答
　
例
年
や
っ
て
き
て
、
同
じ
こ
と
の
繰
り

返
し
と
い
う
感
じ
が
強
い
。
な
か
な
か
意

識
が
高
ま
ら
な
い
現
状
に
あ
る
。
今
年
度

の
反
省
と
来
年
度
の
取
り
組
み
の
協
議
を

し
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

　
制
定
の
趣
旨
を
理
解
し
て
、
育
児
の
日

の
啓
発
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
定
着
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。「
子
育

て
の
町
こ
と
う
ら
」
を
ぜ
ひ
制
定
し
て
い

た
だ
き
、
琴
浦
町
は
す
ば
ら
し
い
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
い
う
思
い
を
持
て
る
よ
う

全
面
的
に
広
め
て
は
。

一
つ
ず
つ
進
ん
で
い
く

 

小
松
町
長

答
　
い
ろ
ん
な
意
味
で
子
育
て
が
そ
ろ
っ
て

い
る
町
で
住
ん
で
み
た
い
と
思
う
よ
う
な

町
に
な
る
よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　
　問

ノ
ー
残
業
デ
ー
は

 

何
人
帰
る
の
か

問
「
10
秒
の
愛
」
の
意
識
は

問

琴
浦
町
に
住
ん
で
よ
か
っ
た

 

と
い
う
思
い
を

問

新藤 登子　議員

問 「子育ての町ことうら」
 の制定を

答 まだ実態が伴っていないこと 小松町長
「10秒の愛」 の啓発はTCC、講演などで 田中教育長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 15回 27分 ＋ 25分 ） 52分
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一 般 質 問 一 般 質 問

環
境
に
配
慮

　
松
く
い
虫
の
防
除
に
つ
い
て
、
空
中
散

布
を
今
年
も
行
わ
れ
る
予
定
だ
が
、
そ
の

有
効
性
と
、
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
、
環
境

へ
の
配
慮
の
点
に
お
い
て
も
中
止
さ
れ
る

べ
き
と
考
え
る
。
散
布
で
使
わ
れ
る
ネ
オ

ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
の
農
薬
（
殺
虫
剤
）
は

Ｅ
Ｕ
で
は
す
で
に
使
用
禁
止
と
な
っ
て
い

る
。
最
近
の
例
で
は
、
宍
道
湖
の
生
態
系

に
甚
大
な
影
響
を
与
え
て
、
ウ
ナ
ギ
、
ワ

カ
サ
ギ
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
空

中
散
布
は
何
十
年
も
前
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
が
、
一
向
に
松
枯
れ
が
無
く
な
る
わ
け

で
は
な
い
。
他
に
も
防
除
法
（
伐
倒
燻く
ん

蒸
・
薬
剤
注
入
）
が
あ
る
の
に
、
空
中
散

布
と
い
う
あ
ま
り
に
も
安
易
で
乱
暴
、
デ

リ
カ
シ
ー
に
欠
け
る
方
法
は
中
止
す
べ

き
。
先
の
「
ダ
ボ
ス
会
議
」
で
グ
レ
タ
さ

ん
が
訴
え
た
「
あ
な
た
方
は
何
も
し
て
い

な
い
、
私
た
ち
の
家
は
燃
え
て
い
る
」
こ

の
言
葉
の
意
味
を
深
く
考
え
、
未
来
に
残

す
財
産
と
し
て
、
自
然
環
境
を
守
る
こ
と

が
大
人
の
役
割
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

感
情
論
で
は
駄
目

 

小
松
町
長

答
　
や
る
か
や
ら
な
い
か
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー

か
と
い
う
単
純
な
も
の
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
進
め
て

い
き
た
い
。

人
口
流
出
問
題

　
　
　
学
生
が
卒
業
後
の
進
路
に
地
元
を

選
択
す
る
、
動
機
づ
け
と
し
て
の

教
育
の
役
割
は
重
要
で
あ
る
が
、
一
方
で

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
も
生
か
す
場
所
が

な
い
た
め
、
都
会
を
選
ば
ざ
る
を
え
な
い

現
実
が
あ
る
。
そ
の
ジ
レ
ン
マ
に
ど
う
折

り
合
い
を
つ
け
て
い
く
の
か
、
行
政
の
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
「
未
来
人
材
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
」

と
い
う
も
の
が
、
1
年
に
10
名
、
5
年
間

で
50
名
が
、
呼
び
水
に
な
ら
な
い
か
と
考

え
て
い
る
。
ほ
か
に
も
施
策
を
考
え
て
い

る
が
、
今
の
と
こ
ろ
一
つ
の
代
表
例
。

ふ
る
さ
と
愛
を
醸
成

 

田
中
教
育
長

答
　
奨
学
金
制
度
と
併
せ
て
、
ま
ず
町
に

帰
っ
て
こ
よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
子

ど
も
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
ス
キ

ル
を
生
か
せ
な
い
現
実
は
あ
る
が
、
し
ご

と
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど

も
あ
る
。
ま
た
、
起
業
す
る
場
合
、
都
会

に
比
べ
れ
ば
初
期
投
資
が
安
い
利
点
も
あ

る
。
今
年
の
4
月
か
ら
小
学
1
年
か
ら
高

校
生
ま
で
の
間
、
※
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー

ト
を
つ
く
り
、
仕
事
を
す
る
意
味
、
自
分

が
ど
う
生
き
て
い
く
の
か
学
ぶ
一
助
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
地
元
に
世
話

に
な
っ
て
育
て
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
気

持
ち
を 

も
た
せ
て
送
り
出
す
こ
と
も
大
切

だ
と
考
え
て
い
る
。

実
行
の
た
め
の
根
拠
不
足

問

問

施
策
の
目
玉
の
ひ
と
つ

 

小
松
町
長

答※
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
と
は

　
２
０
２
０
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
自
ら

の
学
習
状
況
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
見
直
し
た

り
振
り
返
っ
た
り
し
な
が
ら
、
自
身
の
変
容

や
成
長
を
自
己
評
価
で
き
る
よ
う
工
夫
さ
れ

た
個
人
評
価
ツ
ー
ル 

（
文
部
科
学
省
）

角勝 計介　議員

問 松くい虫防除
 空中散布やめるべき

答 難しい問題だが
検討する 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 12回 15分 ＋ 29分 ） 44分

ヘリコプターによる空中散布準備
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一 般 質 問 一 般 質 問

働
き
方
改
革
と

 

言
い
な
が
ら
…
…

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
学
校
を
休
校

と
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
。

　
共
働
き
や
シ
ン
グ
ル
で
の
子
育
て
を
行

う
親
た
ち
、
特
に
非
正
規
労
働
や
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
の
人
に
と
っ
て
は
大
き
な
リ
ス
ク

を
背
負
う
。
中
小
企
業
に
お
い
て
も
た
ち

ま
ち
仕
事
停
止
や
倒
産
の
不
安
を
隠
せ
な

い
と
こ
ろ
だ
。

　
そ
こ
で
町
内
の
職
場
が
働
き
や
す
い
環

境
に
な
っ
て
い
る
か
、
長
時
間
労
働
や
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
は

な
い
の
か
。

　
最
近
の
新
聞
報
道
に
、「
兵
庫
県
で
教

諭
い
じ
め
問
題
の
調
整
に
か
か
わ
っ
て
い

た
教
委
職
員
が
対
応
に
追
わ
れ
業
務
量
が

増
え
た
こ
と
か
ら
自
死
」
ま
た
、「
鳥
取

県
内
の
高
校
講
師
が
非
常
勤
か
ら
常
勤
に

な
っ
た
こ
と
で
長
時
間
労
働
か
ら
う
つ
病

を
発
症
し
て
自
死
」
と
い
っ
た
よ
う
な
記

事
が
目
に
留
ま
っ
た
。

　
け
っ
し
て
、
他
県
や
他
校
の
こ
と
と
見

過
ご
せ
な
い
。

　
今
年
６
月
か
ら
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法

が
施
行
さ
れ
る
が
対
策
は
。

　
長
時
間
労
働
に
つ
い
て
は
改
善
す
る
よ

う
に
入
退
庁
シ
ス
テ
ム
で
管
理
。
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
担
当
窓
口
を
設
置
。

　
毎
月
、
労
働
安
全
委
員
会
を
開
い
て

チ
ェ
ッ
ク
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
か
パ
ワ
ハ

ラ
が
原
因
で
休
む
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

要
綱
を
定
め
て
い
る
が
、
改
正
が
必
要
な

点
が
あ
れ
ば
考
え
る
。

意
識
改
革
で
多
忙
感
の
解
消
を

 

田
中
教
育
長

答
　
学
校
現
場
で
の
時
間
外
勤
務
は
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
月
45
時
間
。
昨
年
の
状
況
は

中
学
校
で
58
・
2
％
、
小
学
校
で
34
・

2
％
が
こ
の
時
間
を
超
え
て
い
る
。

　
そ
の
原
因
と
し
て
、
中
学
校
で
は
特
に

ク
ラ
ブ
活
動
、
小
学
校
で
は
陸
上
や
水
泳

大
会
、
文
化
祭
、
学
習
発
表
会
等
の
練
習

や
指
導
、
そ
し
て
支
援
会
議
（
配
慮
を
要

す
る
子
ど
も
た
ち
の
指
導
）
等
で
時
間
外

が
増
え
て
い
る
。

　
行
事
や
会
議
時
間
の
見
直
し
を
行
い
、

教
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
。

　
令
和
２
年
度
は
、
外
部
の
業
務
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
入
れ
て
、
多
忙
感
の
解
消
や

時
間
外
勤
務
の
減
少
に
努
め
る
。

食
品
ロ
ス
削
減
そ
し
て

ご
み
の
減
量
化
の
た
め
に

　
コ
ン
ビ
ニ
や
食
品
業
界
を
め
ぐ
る
食
品

ロ
ス
の
問
題
が
あ
が
っ
て
い
る
。
わ
が
町

で
は
な
い
が
学
校
の
パ
ン
と
牛
乳
を
持
ち

帰
り
、
懲
戒
処
分
を
受
け
た
事
件
が
あ
っ

た
。
安
全
か
も
っ
た
い
な
い
か
と
の
議
論

も
ゆ
れ
る
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
の
仕
組
み

や
ご
み
の
削
減
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
利
用

へ
と
体
系
的
な
取
り
組
み
は
。

問
題
意
識
を
持
っ
て
対
応

 

小
松
町
長

答
　

食
品
の
ロ
ス
、
出
さ
な
い
話
と
出
た
場

合
の
処
理
の
仕
方
が
、
究
極
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
、
そ
し
て
食
べ
物
を
大
切
に
と
、
一

体
の
考
え
で
と
い
う
の
は
一
つ
の
理
想
。

　

先
ず
は
、
可
燃
ご
み
の
減
量
対
策
が
大

切
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
項
目
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
「
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」の
回
収
を
２
か
所
で
試
み
る
計
画
だ
。

環
境
へ
の
配
慮
は
大
き
な
項
目
で
あ
り
、

重
点
と
し
て
考
え
て
い
く
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
影
響
は

問

労
働
安
全
衛
生
委
員
会
で

 

小
松
町
長

答

個
々
の
取
り
組
み
か
ら

体
系
的
な
展
開
を

問

福本 まり子　議員

問 ①安心して働ける環境づくりとは
②食品ロス削減と廃棄物処理は

答 ①・労働安全委員会でチェック 小松町長
　・多忙感の解消、時間外削減 田中教育長
②まずはごみの減量化から 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 10回 30分 ＋ 52分 ） 82分
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
こ
の
道
は
、粗
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
道
。

ひ
び
割
れ
、段
差
が
生
じ
て
い
る
。ま
た
、

Ｊ
Ｒ
跨
線
橋
の
「
ご
り
ん
橋
」
は
老
朽
化

し
て
危
険
。
避
難
経
路
で
も
あ
り
、
車
い

す
、
下
肢
障
害
者
に
は
不
便
で
あ
る
。
改

善
方
は
い
か
が
か
。
付
随
し
て
、
八
橋
駅

ホ
ー
ム
と
階
段
の
形
状
が
、
視
覚
障
害
者

に
は
、
危
険
な
の
だ
が
Ｊ
Ｒ
に
要
望
を
。

ご
り
ん
橋
は
調
査
予
算
計
上

 

町
道
は
新
年
度
以
降
協
議
検
討

答
　
「
ご
り
ん
橋
」
は
、
令
和
２
年
度
の
予
算

で
、
調
査
す
る
。
町
道
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
度
に
入
り
建
設
環
境
課
長
と
、
使

わ
れ
方
、
避
難
路
と
い
う
こ
と
を
鑑
み
て

協
議
・
検
討
す
る
。
八
橋
駅
の
件
は
自
分

で
も
確
認
し
た
の
で
、
Ｊ
Ｒ
に
要
望
す
る
。

① 

「
健
康
寿
命
日
本
一
」
を
目
指
す
と
い

う
こ
と
で
、
認
知
症
と
難
聴
と
の
関
連

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

② 

杏
林
大
学
医
学
部
増
田
正
次
教
授
の
報

告
で
は
、
補
聴
器
の
装
用
で
認
知
症
の

発
症
や
進
行
が
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
。

ま
た
、
医
学
専
門
誌
「
ラ
ン
セ
ッ
ト
」

に
は
難
聴
を
改
善
で
き
れ
ば
、
認
知
症

患
者
の
約
９
％
を
厳
守
さ
せ
ら
れ
る
と

い
う
。

　
そ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
児
童
生
徒
・
労

働
者
に
適
用
さ
れ
て
い
る
「
聴
力
検
査
」

を
「
特
定
健
診
」
に
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

琴
浦
独
自
で
導
入
し
、
早
め
に
難
聴
を
発

見
し
、
耳
鼻
咽
喉
科
に
行
き
補
聴
器
を
装

用
す
る
。
健
康
寿
命
を
延
ば
す
、
そ
の
可

能
性
は
ど
う
か
。

難
聴
は
認
知
症
の
要
因
で
あ
る

健
診
時
の
聴
力
検
査
も
考
え
る

答① 

難
聴
と
認
知
症
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

因
子
と
し
て
は
９
つ
あ
る
中
の
一
つ
と

考
え
る
。
聴
力
検
査
が
あ
り
、
そ
れ
が

入
り
口
に
な
っ
て
診
察
を
受
け
る
。

② 

聴
力
検
査
、
人
間
ド
ッ
ク
で
あ
る
オ
ー

ジ
オ
メ
ー
タ
ー
の
こ
と
。
学
校
と
職
場

の
健
診
で
使
っ
て
い
る
。
耳
鼻
咽
喉
科

へ
行
く
と
い
う
入
り
口
の
ま
た
入
り
口

と
い
う
こ
と
で
、
特
定
健
診
に
入
れ
る

と
い
う
こ
と
は
考
え
て
み
る
。
認
知
症

予
防
の
予
防
み
た
い
な
話
な
の
で
前
向

き
に
検
討
し
た
い
。

①
な
ぜ
、「
地
方
創
生
」な
の
か
聞
き
た
い
。

　
ま
た
、
そ
の
施
策
も
。

② 

「
東
京
一
極
集
中
」
の
原
因
と
し
て
内

閣
府
が
「
動
向
と
要
因
に
つ
い
て
」

（
２
０
１
９
年
）
と
い
う
資
料
で
、
男

女
と
も
50
％
く
ら
い
が
進
学
等
を
し
、

ス
キ
ル
等
を
身
に
つ
け
て
帰
郷
す
る
。

そ
の
割
合
が
、
男
性
に
比
べ
女
性
が
少

な
く
、
要
因
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

豊
岡
市
が
そ
の
割
合
を「
若
者
回
復
率
」

と
し
て
調
べ
た
ら
男
性
52
・
9
％
、
女

性
26
・
７
％
で
驚
い
た
と
い
う
。　
こ

れ
へ
の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

「

「
ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご
と
創
生
」

対
応
の
糸
口
を

答① 

「
ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご
と
創
生
」
に
は　

国
か
ら
認
め
ら
れ
れ
ば
10
割
の
予
算

が
、
そ
の
後
１
／
2
の
推
進
交
付
金
事

業
に
な
っ
た
。
が
東
京
一
極
集
中
は
是

正
で
き
ず
。

② 

地
方
・
農
業
は
決
し
て
捨
て
た
も
の
で
は

な
い
。
中
学
生

が
琴
浦
町
に
住

む
思
い
も
対
応

の
糸
口
に
な
る
。

町
道
２
０
５
号
線
（
八
橋

小
学
校
通
学
路
）
の
補
修

問
認
知
症
関
連
で

 

難
聴
の
認
識
は

問

①
地
方
創
生
と
は

②
「
若
者
回
復
率
」
を

問

押本 昌幸　議員

問 ①障がい者・車いすに困難な避難路は （町道205号・八橋小学校通学路）
②聴力検査を特定健診に
③ 「若者回復率」（都会へ出た若者が戻ってくる割合）を改善を

答 ①予算を踏まえ、調査の上判断
②可能性を検討
③「ひと・まち・しごと創生」 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 10回 30分 ＋ 28分 ） 58分

町道205号線

八橋駅ホーム

増田教授論文

東京一極集中の動
向と要因について
(内閣府資料４)
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働
き
方
改
革
と

 

言
い
な
が
ら
…
…

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
学
校
を
休
校

と
す
る
措
置
が
と
ら
れ
た
。

　
共
働
き
や
シ
ン
グ
ル
で
の
子
育
て
を
行

う
親
た
ち
、
特
に
非
正
規
労
働
や
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
の
人
に
と
っ
て
は
大
き
な
リ
ス
ク

を
背
負
う
。
中
小
企
業
に
お
い
て
も
た
ち

ま
ち
仕
事
停
止
や
倒
産
の
不
安
を
隠
せ
な

い
と
こ
ろ
だ
。

　
そ
こ
で
町
内
の
職
場
が
働
き
や
す
い
環

境
に
な
っ
て
い
る
か
、
長
時
間
労
働
や
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
は

な
い
の
か
。

　
最
近
の
新
聞
報
道
に
、「
兵
庫
県
で
教

諭
い
じ
め
問
題
の
調
整
に
か
か
わ
っ
て
い

た
教
委
職
員
が
対
応
に
追
わ
れ
業
務
量
が

増
え
た
こ
と
か
ら
自
死
」
ま
た
、「
鳥
取

県
内
の
高
校
講
師
が
非
常
勤
か
ら
常
勤
に

な
っ
た
こ
と
で
長
時
間
労
働
か
ら
う
つ
病

を
発
症
し
て
自
死
」
と
い
っ
た
よ
う
な
記

事
が
目
に
留
ま
っ
た
。

　
け
っ
し
て
、
他
県
や
他
校
の
こ
と
と
見

過
ご
せ
な
い
。

　
今
年
６
月
か
ら
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法

が
施
行
さ
れ
る
が
対
策
は
。

　
長
時
間
労
働
に
つ
い
て
は
改
善
す
る
よ

う
に
入
退
庁
シ
ス
テ
ム
で
管
理
。
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
担
当
窓
口
を
設
置
。

　
毎
月
、
労
働
安
全
委
員
会
を
開
い
て

チ
ェ
ッ
ク
。
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
か
パ
ワ
ハ

ラ
が
原
因
で
休
む
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

要
綱
を
定
め
て
い
る
が
、
改
正
が
必
要
な

点
が
あ
れ
ば
考
え
る
。

意
識
改
革
で
多
忙
感
の
解
消
を

 

田
中
教
育
長

答
　
学
校
現
場
で
の
時
間
外
勤
務
は
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
月
45
時
間
。
昨
年
の
状
況
は

中
学
校
で
58
・
2
％
、
小
学
校
で
34
・

2
％
が
こ
の
時
間
を
超
え
て
い
る
。

　
そ
の
原
因
と
し
て
、
中
学
校
で
は
特
に

ク
ラ
ブ
活
動
、
小
学
校
で
は
陸
上
や
水
泳

大
会
、
文
化
祭
、
学
習
発
表
会
等
の
練
習

や
指
導
、
そ
し
て
支
援
会
議
（
配
慮
を
要

す
る
子
ど
も
た
ち
の
指
導
）
等
で
時
間
外

が
増
え
て
い
る
。

　
行
事
や
会
議
時
間
の
見
直
し
を
行
い
、

教
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
。

　
令
和
２
年
度
は
、
外
部
の
業
務
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
入
れ
て
、
多
忙
感
の
解
消
や

時
間
外
勤
務
の
減
少
に
努
め
る
。

食
品
ロ
ス
削
減
そ
し
て

ご
み
の
減
量
化
の
た
め
に

　
コ
ン
ビ
ニ
や
食
品
業
界
を
め
ぐ
る
食
品

ロ
ス
の
問
題
が
あ
が
っ
て
い
る
。
わ
が
町

で
は
な
い
が
学
校
の
パ
ン
と
牛
乳
を
持
ち

帰
り
、
懲
戒
処
分
を
受
け
た
事
件
が
あ
っ

た
。
安
全
か
も
っ
た
い
な
い
か
と
の
議
論

も
ゆ
れ
る
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
等
の
仕
組
み

や
ご
み
の
削
減
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
利
用

へ
と
体
系
的
な
取
り
組
み
は
。

問
題
意
識
を
持
っ
て
対
応

 

小
松
町
長

答
　

食
品
の
ロ
ス
、
出
さ
な
い
話
と
出
た
場

合
の
処
理
の
仕
方
が
、
究
極
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
、
そ
し
て
食
べ
物
を
大
切
に
と
、
一

体
の
考
え
で
と
い
う
の
は
一
つ
の
理
想
。

　

先
ず
は
、
可
燃
ご
み
の
減
量
対
策
が
大

切
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
一
項
目
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
「
軟
質
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」の
回
収
を
２
か
所
で
試
み
る
計
画
だ
。

環
境
へ
の
配
慮
は
大
き
な
項
目
で
あ
り
、

重
点
と
し
て
考
え
て
い
く
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
影
響
は

問

労
働
安
全
衛
生
委
員
会
で

 

小
松
町
長

答

個
々
の
取
り
組
み
か
ら

体
系
的
な
展
開
を

問

福本 まり子　議員

問 ①安心して働ける環境づくりとは
②食品ロス削減と廃棄物処理は

答 ①・労働安全委員会でチェック 小松町長
　・多忙感の解消、時間外削減 田中教育長
②まずはごみの減量化から 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 10回 30分 ＋ 52分 ） 82分
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こ
の
道
は
、粗
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
道
。

ひ
び
割
れ
、段
差
が
生
じ
て
い
る
。ま
た
、

Ｊ
Ｒ
跨
線
橋
の
「
ご
り
ん
橋
」
は
老
朽
化

し
て
危
険
。
避
難
経
路
で
も
あ
り
、
車
い

す
、
下
肢
障
害
者
に
は
不
便
で
あ
る
。
改

善
方
は
い
か
が
か
。
付
随
し
て
、
八
橋
駅

ホ
ー
ム
と
階
段
の
形
状
が
、
視
覚
障
害
者

に
は
、
危
険
な
の
だ
が
Ｊ
Ｒ
に
要
望
を
。

ご
り
ん
橋
は
調
査
予
算
計
上

 

町
道
は
新
年
度
以
降
協
議
検
討

答
　
「
ご
り
ん
橋
」
は
、
令
和
２
年
度
の
予
算

で
、
調
査
す
る
。
町
道
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
度
に
入
り
建
設
環
境
課
長
と
、
使

わ
れ
方
、
避
難
路
と
い
う
こ
と
を
鑑
み
て

協
議
・
検
討
す
る
。
八
橋
駅
の
件
は
自
分

で
も
確
認
し
た
の
で
、
Ｊ
Ｒ
に
要
望
す
る
。

① 

「
健
康
寿
命
日
本
一
」
を
目
指
す
と
い

う
こ
と
で
、
認
知
症
と
難
聴
と
の
関
連

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

② 

杏
林
大
学
医
学
部
増
田
正
次
教
授
の
報

告
で
は
、
補
聴
器
の
装
用
で
認
知
症
の

発
症
や
進
行
が
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
。

ま
た
、
医
学
専
門
誌
「
ラ
ン
セ
ッ
ト
」

に
は
難
聴
を
改
善
で
き
れ
ば
、
認
知
症

患
者
の
約
９
％
を
厳
守
さ
せ
ら
れ
る
と

い
う
。

　
そ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
児
童
生
徒
・
労

働
者
に
適
用
さ
れ
て
い
る
「
聴
力
検
査
」

を
「
特
定
健
診
」
に
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

琴
浦
独
自
で
導
入
し
、
早
め
に
難
聴
を
発

見
し
、
耳
鼻
咽
喉
科
に
行
き
補
聴
器
を
装

用
す
る
。
健
康
寿
命
を
延
ば
す
、
そ
の
可

能
性
は
ど
う
か
。

難
聴
は
認
知
症
の
要
因
で
あ
る

健
診
時
の
聴
力
検
査
も
考
え
る

答① 

難
聴
と
認
知
症
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

因
子
と
し
て
は
９
つ
あ
る
中
の
一
つ
と

考
え
る
。
聴
力
検
査
が
あ
り
、
そ
れ
が

入
り
口
に
な
っ
て
診
察
を
受
け
る
。

② 
聴
力
検
査
、
人
間
ド
ッ
ク
で
あ
る
オ
ー

ジ
オ
メ
ー
タ
ー
の
こ
と
。
学
校
と
職
場

の
健
診
で
使
っ
て
い
る
。
耳
鼻
咽
喉
科

へ
行
く
と
い
う
入
り
口
の
ま
た
入
り
口

と
い
う
こ
と
で
、
特
定
健
診
に
入
れ
る

と
い
う
こ
と
は
考
え
て
み
る
。
認
知
症

予
防
の
予
防
み
た
い
な
話
な
の
で
前
向

き
に
検
討
し
た
い
。

①
な
ぜ
、「
地
方
創
生
」な
の
か
聞
き
た
い
。

　
ま
た
、
そ
の
施
策
も
。

② 

「
東
京
一
極
集
中
」
の
原
因
と
し
て
内

閣
府
が
「
動
向
と
要
因
に
つ
い
て
」

（
２
０
１
９
年
）
と
い
う
資
料
で
、
男

女
と
も
50
％
く
ら
い
が
進
学
等
を
し
、

ス
キ
ル
等
を
身
に
つ
け
て
帰
郷
す
る
。

そ
の
割
合
が
、
男
性
に
比
べ
女
性
が
少

な
く
、
要
因
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

豊
岡
市
が
そ
の
割
合
を「
若
者
回
復
率
」

と
し
て
調
べ
た
ら
男
性
52
・
9
％
、
女

性
26
・
７
％
で
驚
い
た
と
い
う
。　
こ

れ
へ
の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

「

「
ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご
と
創
生
」

対
応
の
糸
口
を

答① 

「
ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご
と
創
生
」
に
は　

国
か
ら
認
め
ら
れ
れ
ば
10
割
の
予
算

が
、
そ
の
後
１
／
2
の
推
進
交
付
金
事

業
に
な
っ
た
。
が
東
京
一
極
集
中
は
是

正
で
き
ず
。

② 

地
方
・
農
業
は
決
し
て
捨
て
た
も
の
で
は

な
い
。
中
学
生

が
琴
浦
町
に
住

む
思
い
も
対
応

の
糸
口
に
な
る
。

町
道
２
０
５
号
線
（
八
橋

小
学
校
通
学
路
）
の
補
修

問
認
知
症
関
連
で

 

難
聴
の
認
識
は

問

①
地
方
創
生
と
は

②
「
若
者
回
復
率
」
を

問

押本 昌幸　議員

問 ①障がい者・車いすに困難な避難路は （町道205号・八橋小学校通学路）
②聴力検査を特定健診に
③ 「若者回復率」（都会へ出た若者が戻ってくる割合）を改善を

答 ①予算を踏まえ、調査の上判断
②可能性を検討
③「ひと・まち・しごと創生」 小松町長

（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 10回 30分 ＋ 28分 ） 58分

町道205号線

八橋駅ホーム

増田教授論文

東京一極集中の動
向と要因について
(内閣府資料４)
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教
育
問
題

 

迅
速
な
対
応
を

学
校
現
場
で
何
が
起
き
て

い
る
か

問① 

「
い
じ
め
」・「
不
登
校
」
の
実
態
と
対

策
に
つ
い
て
。

② 

教
職
員
の
資
質
向
上
・
教
員
の
セ
ク
ハ

ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
、精
神
疾
患
等
の
実
態
。

　

 　
さ
ら
に
「
う
つ
病
」
な
ど
の
精
神
疾

患
で
休
職
の
教
員
の
実
態
と
対
策
は

③ 

新
学
習
指
導
要
領
（
英
語
教
科
化
）・

教
員
の
長
時
間
労
働
問
題
・
教
育
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
の
対
応
に
つ
い
て
。

④ 

小
学
校
高
学
年
の
「
教
科
担
任
制
」
の

導
入
検
討
は
さ
れ
な
い
の
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

答① 

町
内
に
お
い
て
も
、
不
登
校
は
増
加
傾

向
に
あ
る
。
平
成
29
年
、
町
内
小
・
中

学
校
で
17
件
、
平
成
30
年
で
は
25
件
、

令
和
元
年
は
28
件
と
い
う
こ
と
で
、

年
々
増
加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

　

 　
い
じ
め
は
平
成
29
年
で
は
小
・
中
あ

わ
せ
て
55
件
、
平
成
30
年
は
50
件
、
令

和
元
年
は
59
件
で
、
大
体
50
件
位
の
数

が
例
年
起
こ
っ
て
い
る
。

　

 　
問
題
行
動
は
平
成
29
年
に
22
件
、
平

成
30
年
に
24
件
、
令
和
元
年
は
20
件
と

な
っ
て
い
る
。

　

 　
対
策
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
子
ど
も
の
家
庭
環
境
に

よ
る
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
児
童

相
談
所
と
連
携
し
、
教
育
を
支
援
し
た

り
す
る
福
祉
の
専
門
職
員
（
社
会
福
祉

士
と
か
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
の
資
格

を
持
っ
た
人
）
に
相
談
。

　

 　
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・

教
育
相
談
員
も
指
導
に
あ
た
る
。

② 

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
の
実
態
は
、
現

在
は
な
い
。

　

 　
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
で
休
職
し

て
い
る
教
員
の
実
態
は
な
い
。
う
つ
病

は
や
は
り
超
過
勤
務
で
あ
る
と
か
、
校

務
の
実
態
を
把
握
し
て
面
接
を
行
い
、

心
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
外

部
で
も
教
職
員
と
か
大
人
を
対
象
に
し

た
心
の
ケ
ア
の
専
門
家（
精
神
対
話
士
）

に
よ
る
相
談
会
を
利
用
し
な
が
ら
、
疾

患
に
な
ら
な
い
よ
う
、
そ
う
い
う
環
境

を
つ
く
ら
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

③ 

新
学
習
指
導
要
領
の
対
応
は
、
来
年
度

か
ら
英
語
が
教
科
化
に
な
る
が
、
先
行

し
て
本
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

　

 　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
も
導
入
し
負
担
が

増
え
る
こ
と
は
な
い
。

　

 　
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
対
応
は
、
ベ

ネ
ッ
セ
の
学
習
支
援
ソ
フ
ト
・
ミ
ラ
イ

シ
ー
ト
を
導
入
。
個
別
学
習
や
グ
ル
ー

プ
学
習
に
活
用
で
き
、
教
職
員
の
業
務

の
効
率
化
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年

３
月
か
ら
学
校
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
通
知
表
・
高
校
入
試
の
内
申

書
も
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
て
い
る
。

　

 　
来
年
度
は
、
業
務
改
善
と
い
う
外
部

の
コ
ン
サ
ル
を
入
れ
て
改
善
を
図
る
。

④ 

導
入
に
つ
い
て
は
慎
重
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ
業
務
改
善
、

業
務
の
軽
減
と
い
う
こ
と
で
、
加
配
措

置
に
よ
る
教
科
担
任
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
国
が
方
針
を
出
し
て
お
り
、

来
年
度
は
浦
安
小
学
校
で
理
科
の
専
科

指
導
と
い
う
こ
と
で
、
実
験
の
準
備
等

専
門
の
先
生
を
加
配
と
し
て
配
置
し
、

生
徒
に
対
応
し
て
い
く
。

問 「重大事態」
24時間内の対応で半減するが

答 その日のうちに対応していく
 田中教育長

桑本 始　議員（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 12回 30分 ＋ 38分 ） 68分

出典：令和元年10月18日
山陰中央新報
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一 般 質 問 一 般 質 問

 

地
方
創
生
の
効
果
検
証
は

行
財
政
改
革
を
必
要
と
し

な
が
ら

問
　
平
成
31
年
度
の
町
施
政
方
針
で
町
財
政

を
「
借
金
が
多
く
て
、
貯
金
が
少
な
い
」

状
況
と
夕
張
市
を
引
き
合
い
に
抜
本
的
な

行
財
政
改
革
が
必
要
と
し
な
が
ら
、
自
身

の
報
酬
を
人
事
院
勧
告
に
倣
い
引
き
上
げ

て
い
る
。
し
か
し
、
夕
張
市
長
な
ど
は
先

ず
自
身
の
給
与
を
引
き
下
げ
か
ら
改
革
を

始
め
た
と
聞
い
て
お
り
、
掛
け
声
と
行
動

の
整
合
性
が
見
え
な
い
。

単
に
給
与
カ
ッ
ト
で
な
い

 

小
松
町
長

答
　
夕
張
市
の
話
は
例
え
話
、
こ
ん
な
こ
と

に
は
な
り
た
く
な
い
と
い
う
意
味
、
自
ら

の
給
与
を
ど
う
す
る
か
、
そ
こ
ま
で
の
状

況
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
見
方
は
そ
れ
ぞ

れ
で
、
意
思
の
示
し
方
は
給
与
を
カ
ッ
ト

す
る
だ
け
で
な
い
。

　
琴
浦
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
検
証
④
に
は
、
自
主
運
営
に
移

行
で
き
る
の
か
が
課
題
。
事
業
効
果
は
高

く
な
い
が
、
長
期
的
な
視
点
が
必
要
な
項

目
。
と
あ
る
が
事
務
局
は
相
変
わ
ら
ず
役

場
が
持
っ
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
具
体
的

に
い
つ
移
管
す
る
の
か
。

社
団
法
人
の
設
立
で

 

小
松
町
長

答
　
３
月
時
点
で
は
企
画
政
策
課
で
事
務
を

執
っ
て
い
る
。
多
く
の
生
徒
が
講
師
対
応

な
ど
し
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
の
設
立
に
向
け
準
備
が

進
ん
で
お
り
、
４
月
１
日
に
は
そ
こ
に
受

け
て
い
た
だ
く
。

自
立
に
必
要
な
１
億
円
は

問
　
自
立
に
必
要
な
１
億
円
、
こ
れ
は
熱
中

通
販
だ
が
目
標
に
達
し
て
い
る
の
か
。

　
お
金
も
な
し
に
自
立
も
な
か
な
か
無

理
。
そ
こ
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

わ
ず
か
な
額

 

米
村
商
工
観
光
課
長

答
　
総
売
上
額
は
16
万
９
３
２
３
円
に
な
る
。

　
続
け
る
と
い
う
継
続
的
な
話
で
な
く
、

一
旦
立
ち
止
ま
る
と
い
う
こ
と
。

　
成
果
を
示
し
て
皆
さ
ん
に
賛
同
を
得
て

も
ら
う
、
そ
う
い
う
こ
と
も
必
要
で
は
。

　
来
年
３
月
で
補
助
は
終
わ
り
に
な
る
の

で
、
単
町
予
算
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
は

予
算
編
成
時
に
考
え
て
い
く
。

 

幼
児
教
育
・
保
育
の
在
り
方
は

副
食
費
の
補
助
、
保
育
の

充
実
を

問
　
現
在
、
町
内
に
あ
る
こ
ど
も
園
・
保
育

園
で
は
３
〜
５
歳
児
の
保
育
料
無
償
化
に

よ
り
、
一
定
の
所
得
制
限
の
も
と
、
無
償

化
だ
が
、副
食
材
料
費
は
実
費
の
徴
収
だ
。

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
の
た
め
副
食
費

は
公
費
負
担
と
す
べ
き
と
思
う
が
。

少
し
無
理
が
出
た

 

小
松
町
長

答
　
国
の
制
度
に
乗
り
保
育
料
無
償
化
に

な
っ
た
が
副
食
費
は
原
則
取
る
よ
う
に

な
っ
た
。
琴
浦
町
の
場
合
、
少
し
制
度
を

変
え
て
い
た
所
が
あ
る
の
で
、
一
気
に
や

ろ
う
と
す
る
と
少
し
無
理
が
出
た
。

　
そ
こ
を
取
る
か
取
ら
な
い
か
は
、
市
町

村
に
よ
っ
て
考
え
が
違
う
。
少
し
様
子
を

見
た
い
。

熱
中
小
事
業
は
自
主
運
営

で
き
る
か

問

一
旦
立
ち
止
ま
る

 

小
松
町
長

答
賛
同
を
得
て

問

予
算
編
成
時
に
考
え
る

 

小
松
町
長

答

問 地方創生
掛け声と行動の整合性が見えない

答 熱中小事業は自立にむけて
 小松町長

大平 高志　議員 （質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 41回 24分 ＋ 55分 ） 79分
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一 般 質 問 一 般 質 問

 

教
育
問
題

 

迅
速
な
対
応
を

学
校
現
場
で
何
が
起
き
て

い
る
か

問① 

「
い
じ
め
」・「
不
登
校
」
の
実
態
と
対

策
に
つ
い
て
。

② 

教
職
員
の
資
質
向
上
・
教
員
の
セ
ク
ハ

ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
、精
神
疾
患
等
の
実
態
。

　

 　
さ
ら
に
「
う
つ
病
」
な
ど
の
精
神
疾

患
で
休
職
の
教
員
の
実
態
と
対
策
は

③ 
新
学
習
指
導
要
領
（
英
語
教
科
化
）・

教
員
の
長
時
間
労
働
問
題
・
教
育
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
の
対
応
に
つ
い
て
。

④ 

小
学
校
高
学
年
の
「
教
科
担
任
制
」
の

導
入
検
討
は
さ
れ
な
い
の
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

答① 

町
内
に
お
い
て
も
、
不
登
校
は
増
加
傾

向
に
あ
る
。
平
成
29
年
、
町
内
小
・
中

学
校
で
17
件
、
平
成
30
年
で
は
25
件
、

令
和
元
年
は
28
件
と
い
う
こ
と
で
、

年
々
増
加
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。

　

 　
い
じ
め
は
平
成
29
年
で
は
小
・
中
あ

わ
せ
て
55
件
、
平
成
30
年
は
50
件
、
令

和
元
年
は
59
件
で
、
大
体
50
件
位
の
数

が
例
年
起
こ
っ
て
い
る
。

　

 　
問
題
行
動
は
平
成
29
年
に
22
件
、
平

成
30
年
に
24
件
、
令
和
元
年
は
20
件
と

な
っ
て
い
る
。

　

 　
対
策
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
子
ど
も
の
家
庭
環
境
に

よ
る
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
児
童

相
談
所
と
連
携
し
、
教
育
を
支
援
し
た

り
す
る
福
祉
の
専
門
職
員
（
社
会
福
祉

士
と
か
精
神
保
健
福
祉
士
な
ど
の
資
格

を
持
っ
た
人
）
に
相
談
。

　

 　
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
・

教
育
相
談
員
も
指
導
に
あ
た
る
。

② 

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
の
実
態
は
、
現

在
は
な
い
。

　

 　
う
つ
病
な
ど
の
精
神
疾
患
で
休
職
し

て
い
る
教
員
の
実
態
は
な
い
。
う
つ
病

は
や
は
り
超
過
勤
務
で
あ
る
と
か
、
校

務
の
実
態
を
把
握
し
て
面
接
を
行
い
、

心
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
外

部
で
も
教
職
員
と
か
大
人
を
対
象
に
し

た
心
の
ケ
ア
の
専
門
家（
精
神
対
話
士
）

に
よ
る
相
談
会
を
利
用
し
な
が
ら
、
疾

患
に
な
ら
な
い
よ
う
、
そ
う
い
う
環
境

を
つ
く
ら
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

③ 

新
学
習
指
導
要
領
の
対
応
は
、
来
年
度

か
ら
英
語
が
教
科
化
に
な
る
が
、
先
行

し
て
本
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

　

 　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
も
導
入
し
負
担
が

増
え
る
こ
と
は
な
い
。

　

 　
ま
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
対
応
は
、
ベ

ネ
ッ
セ
の
学
習
支
援
ソ
フ
ト
・
ミ
ラ
イ

シ
ー
ト
を
導
入
。
個
別
学
習
や
グ
ル
ー

プ
学
習
に
活
用
で
き
、
教
職
員
の
業
務

の
効
率
化
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
年

３
月
か
ら
学
校
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
通
知
表
・
高
校
入
試
の
内
申

書
も
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
て
い
る
。

　

 　
来
年
度
は
、
業
務
改
善
と
い
う
外
部

の
コ
ン
サ
ル
を
入
れ
て
改
善
を
図
る
。

④ 

導
入
に
つ
い
て
は
慎
重
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ
業
務
改
善
、

業
務
の
軽
減
と
い
う
こ
と
で
、
加
配
措

置
に
よ
る
教
科
担
任
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
国
が
方
針
を
出
し
て
お
り
、

来
年
度
は
浦
安
小
学
校
で
理
科
の
専
科

指
導
と
い
う
こ
と
で
、
実
験
の
準
備
等

専
門
の
先
生
を
加
配
と
し
て
配
置
し
、

生
徒
に
対
応
し
て
い
く
。

問 「重大事態」
24時間内の対応で半減するが

答 その日のうちに対応していく
 田中教育長

桑本 始　議員（質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 12回 30分 ＋ 38分 ） 68分

出典：令和元年10月18日
山陰中央新報
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一 般 質 問 一 般 質 問

 

地
方
創
生
の
効
果
検
証
は

行
財
政
改
革
を
必
要
と
し

な
が
ら

問
　
平
成
31
年
度
の
町
施
政
方
針
で
町
財
政

を
「
借
金
が
多
く
て
、
貯
金
が
少
な
い
」

状
況
と
夕
張
市
を
引
き
合
い
に
抜
本
的
な

行
財
政
改
革
が
必
要
と
し
な
が
ら
、
自
身

の
報
酬
を
人
事
院
勧
告
に
倣
い
引
き
上
げ

て
い
る
。
し
か
し
、
夕
張
市
長
な
ど
は
先

ず
自
身
の
給
与
を
引
き
下
げ
か
ら
改
革
を

始
め
た
と
聞
い
て
お
り
、
掛
け
声
と
行
動

の
整
合
性
が
見
え
な
い
。

単
に
給
与
カ
ッ
ト
で
な
い

 

小
松
町
長

答
　
夕
張
市
の
話
は
例
え
話
、
こ
ん
な
こ
と

に
は
な
り
た
く
な
い
と
い
う
意
味
、
自
ら

の
給
与
を
ど
う
す
る
か
、
そ
こ
ま
で
の
状

況
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
見
方
は
そ
れ
ぞ

れ
で
、
意
思
の
示
し
方
は
給
与
を
カ
ッ
ト

す
る
だ
け
で
な
い
。

　
琴
浦
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
の
検
証
④
に
は
、
自
主
運
営
に
移

行
で
き
る
の
か
が
課
題
。
事
業
効
果
は
高

く
な
い
が
、
長
期
的
な
視
点
が
必
要
な
項

目
。
と
あ
る
が
事
務
局
は
相
変
わ
ら
ず
役

場
が
持
っ
て
い
る
の
か
。
さ
ら
に
具
体
的

に
い
つ
移
管
す
る
の
か
。

社
団
法
人
の
設
立
で

 

小
松
町
長

答
　
３
月
時
点
で
は
企
画
政
策
課
で
事
務
を

執
っ
て
い
る
。
多
く
の
生
徒
が
講
師
対
応

な
ど
し
て
い
る
。

　
一
般
社
団
法
人
の
設
立
に
向
け
準
備
が

進
ん
で
お
り
、
４
月
１
日
に
は
そ
こ
に
受

け
て
い
た
だ
く
。

自
立
に
必
要
な
１
億
円
は

問
　
自
立
に
必
要
な
１
億
円
、
こ
れ
は
熱
中

通
販
だ
が
目
標
に
達
し
て
い
る
の
か
。

　
お
金
も
な
し
に
自
立
も
な
か
な
か
無

理
。
そ
こ
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

わ
ず
か
な
額

 

米
村
商
工
観
光
課
長

答
　
総
売
上
額
は
16
万
９
３
２
３
円
に
な
る
。

　
続
け
る
と
い
う
継
続
的
な
話
で
な
く
、

一
旦
立
ち
止
ま
る
と
い
う
こ
と
。

　
成
果
を
示
し
て
皆
さ
ん
に
賛
同
を
得
て

も
ら
う
、
そ
う
い
う
こ
と
も
必
要
で
は
。

　
来
年
３
月
で
補
助
は
終
わ
り
に
な
る
の

で
、
単
町
予
算
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
は

予
算
編
成
時
に
考
え
て
い
く
。

 

幼
児
教
育
・
保
育
の
在
り
方
は

副
食
費
の
補
助
、
保
育
の

充
実
を

問
　
現
在
、
町
内
に
あ
る
こ
ど
も
園
・
保
育

園
で
は
３
〜
５
歳
児
の
保
育
料
無
償
化
に

よ
り
、
一
定
の
所
得
制
限
の
も
と
、
無
償

化
だ
が
、副
食
材
料
費
は
実
費
の
徴
収
だ
。

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
の
た
め
副
食
費

は
公
費
負
担
と
す
べ
き
と
思
う
が
。

少
し
無
理
が
出
た

 

小
松
町
長

答
　
国
の
制
度
に
乗
り
保
育
料
無
償
化
に

な
っ
た
が
副
食
費
は
原
則
取
る
よ
う
に

な
っ
た
。
琴
浦
町
の
場
合
、
少
し
制
度
を

変
え
て
い
た
所
が
あ
る
の
で
、
一
気
に
や

ろ
う
と
す
る
と
少
し
無
理
が
出
た
。

　
そ
こ
を
取
る
か
取
ら
な
い
か
は
、
市
町

村
に
よ
っ
て
考
え
が
違
う
。
少
し
様
子
を

見
た
い
。

熱
中
小
事
業
は
自
主
運
営

で
き
る
か

問

一
旦
立
ち
止
ま
る

 

小
松
町
長

答
賛
同
を
得
て

問

予
算
編
成
時
に
考
え
る

 

小
松
町
長

答

問 地方創生
掛け声と行動の整合性が見えない

答 熱中小事業は自立にむけて
 小松町長

大平 高志　議員 （質問） （答弁）（トータル）
質疑応答時間（ 41回 24分 ＋ 55分 ） 79分
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　いまだ、終息の気配すらうかがえないウイルスの猛威は、７都道府県に緊急事態宣言

発令に至った。本県では、４月10日現在で、１件の発生が報告された。本町においては、

一斉休校開始を１週間遅らせたことが、保護者・教育現場から好評価を得た。また、各

学校に、町内の製菓会社、町酪農組合より菓子・牛乳等の支援を受けた。予断を許さな

い状況の中、官民一丸となって対応していきたい。終息までの道のりは始まったばかり

と気持ちを引き締め、命と生活を守る行動につなげたい。

特集 町への影響

新型コロナウイルス
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⃝�予防として、手洗いや咳エチケットが最も重要であることを確認し、
今後も普及していく

第１回：令和２年２月21日（金）

⃝�町内の小中学校については３月２日（月）～６日（金）については、
通常通りとする

⃝�３月９日（月）からの対応については、３月６日に決定する
　※９日～休校

第２回：令和２年２月28日（金）

◎国内などの現状
⃝�鳥取県においては、患者発生なし※３月10日現在
⃝�県内PCR検査件数：78件（全て陰性）※３月10日現在
　※�冷静な判断で、手洗い・咳エチケットなどの感染予防に一層努め、

過剰な自粛は控えること

第３回：令和２年３月11日（水）

※琴浦町の感染予防　追加備品
　キッチンハイター　５リットル消毒液として
　天然ゴム手袋200枚
　ペーパータオル２段重ね100組

第４回：令和２年３月13日（金）

◎学校再開後の対応について確認
⃝�小中学校は、３月24日まで休校
⃝�３月24日は小学校１校（聖郷）、中学校１校（東伯）が登校日
⃝�３月18日・19日は赤碕中学校が個人面談（３者面談）
⃝�部活動　３月25日から再開　活動時間１日２時間まで　対外試合禁止
⃝�学習支援ソフト　1,300アカウント取得（まちコミメールで呼びかけ）
⃝�新年度の始業式　通常通り

第５回：令和２年３月17日（火）

◎船上山さくら祭りについて
今年は中止とする（さくら祭り実行委員会で決定）
町のホームページ等で周知
◎税金等の徴収猶予について
�イベントの自粛、観光客の減少等の影響により、休業したり利益が著し
く減少した場合等延滞金の全部または一部を減免、財産の差押えや換価
（売却）を猶予する

第６回：令和２年３月19日（木）

◎その他
⃝�窓口職員のマスク着用
⃝�職員の県外出張の自粛
⃝�３密（密閉空間、密集する場所、密接した会話）を避ける。
⃝�窓口に国外、県外転入者への検査啓発チラシを配架する。

第７回：令和２年３月27日（金）

琴浦町新型コロナウイルス感染症対策本部会議

◎小中学校関係
⃝�始業式、入学式は「３つの密」を避ける対策を行い、30分程度で実施予定。
⃝�部活動、スポーツ少年団活動は、感染防止対策を行ったうえで実施。対外試合は行わない。
⃝�体温が37.5度以上の場合、教員・児童・生徒は自宅待機。
⃝�４月の参観日について、小学校は感染防止対策を行い、実施予定。中学校は感染防止対策が困難なため実施しない。
◎こども園関係　入園式は、「３つの密」を避ける対策を行い、30分程度で実施予定。
◎商工関係　町内の飲食店および宿泊施設、製造業に影響が出ている状況。
◎健診等関係　乳児相談（４月７日）、１歳６か月児健診（４月16日）は、感染防止対策を行い、予定どおり実施予定。
◎検診関係　５月19日から始まるセット検診等は、感染防止対策を行い、予定どおり実施予定。

第８回：令和２年４月３日（金）

その後、４月９日島根県で感染者が報告され、翌10日には鳥取市でも感染者が報告されている。

出典元：HHS（米保健福祉省）CDS（疾病管理予防センター）
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委員会の
報告

委員長　大平 高志

　３月16日に委員会を開催し、請願・陳情４件を審査した。「総合公園サッカー場について天然芝での施工を求める」
請願については、請願提出者による趣旨説明のあと自由討論を行い趣旨採択とした。その他３件の請願・陳情につ
いては採択とした。
　所管各課からは議案と報告事項の説明を受けた。
Q　�新型コロナウイルスの感染拡大防止のため休校措置が取られているが、子どもたちにストレスがかかると思う。
なにか対策を考えているのか。

Ａ　�行動が制限されているが、登校日を設定し対応し様子を見る。
Q　�伯耆赤崎台場跡地（通称お台場）の利活用はどうするのか。
Ａ　�お台場跡のある近隣３町で取り組んでいる。元県史編纂室長の

坂本氏による講演会を予定していたが、コロナ禍で中止になった。
Q　�町史編纂の取り組みに関し、東伯・赤碕の旧町史をデータ化し
取り組んではどうか。

Ａ　�筆耕者が高齢なこともあり具体化していない。東伯町史は一部
データ化している。

Q　�赤碕文化センターに運動団体の旗があるが問題はないのか。
Ａ　�開館時の成り立ちがある。
Q　�条例に基づかない部落解放同盟への補助金は問題があるのでは
ないか。

Ａ　�条例改正したから即支出できないというわけではない。監査委
員も公益団体としている。

総務産業常任委員会
委員長　澤田 豊秋

　３月17日に委員会を開催し、各課から報告を受け質疑を行った。
「請願・陳情提出時の意見陳情の機会の付与について」の陳情は「琴
浦町議会基本条例」等で対応できるため不採択。「竹内地区町道拡
幅整備及び十字路交差点の改善について」の陳情は現地調査を行
い、交通標識の設置やセンターライン引き直しの可能性について
検討した結果採択とし、審査を終えた。

Q　�若者の県外流出を減らすため、ふるさと教育、小中学校PTA
にも関わっていただきながら、町の魅力を知ってもらう機会を。

Ａ　�外に出て学ぶことは仕方がない。保護者も子どもに帰って来
てほしいと願っている。帰ってきたい地域づくりを行いたい。

Q　�琴浦まち・ひと・しごと創生総合戦略の中で、観光はSDGsに関連付けられているか。
Ａ　�関係しているので計画に揚げている。
Q　�一向平キャンプ場に設置予定のサウナ施設について、指定管理する業者は、サウナに関す
る事業実績はあるのか。

Ａ　�サウナ専門のサイト「サウナタイム」の代表が監修に入っているので大丈夫。
Q　�松くい虫防除のため、ヘリコプターによる薬剤散布はやめるべきでは
Ａ　�まとまった松の予防のための薬剤散布による防除は必要。

教育民生常任委員会

竹内地区内での現場視察

休校期間中を児童クラブで過ごす小学生
（昼食は、おかず弁当持参。

牛乳・ヨーグルト・パンの支援も受けて）
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委員会の
報告

常任委員会構成表

予算・決算審査特別委員会

委　員　会　名（定数）
〔所　　　管〕

氏　　　名

総務産業常任委員会（８人）
　総務課・企画政策課・商工観光課
　税務課・出納室・農林水産課・建設環境課　
　農業委員会・議会事務局

◎澤田　豊秋　○前田　敬孝
　小椋　正和　　桑本　　始　　前田　智章
　新藤　登子　　桑本　賢治　　角勝　計介
〈小椋正和は、３月定例会初日に辞職〉

教育民生常任委員会（８人）
　子育て応援課・福祉あんしん課　　　　　　
　すこやか健康課・教育委員会

◎大平　高志　○福本まり子
　井木　　裕　　青亀　壽宏　　手嶋　正巳
　高塚　　勝　　押本　昌幸　　（欠１）

議会広報常任委員会（６人） ◎角勝　計介　○押本　昌幸　　
　高塚　　勝　　澤田　豊秋　　福本まり子　　前田　敬孝

議会運営委員会（６人） ◎桑本　賢治　○手嶋　正巳
　高塚　　勝　　澤田　豊秋　　大平　高志　　角勝　計介

◎…委員長
○…副委員長

　３月11日、12日の２日間にわたり、当委員会に付託された「令和２年度当初予算」については、予定時間を�
大幅に超過して質疑、討論が交わされた。審査にあたっては「主要施策の事業説明書」を基にしたものであった�
が、特に「人権・同和教育課」の予算に議論が集中した。
　内容は、人権基本条例策定時期等の懸念、部落解放同盟琴浦町協議会に対する補助金の是非、公益団体か�
民間運動団体かで補助金交付対象の有無に影響するとの議論となり、補助金等1,255千円を減額すべきだとす�
る意見も出された。
　委員会採決として、議案第27号一般会計予算は、原案賛成が６人、原案反対が７人、結果は原案反対で否決。
特別会計予算（議案第28号～議案第40号）は、それぞれ賛成多数で原案どおり可決とする結果になった。

　　　　　その他の主な議論
Q　�熱中小学校の「熱中通販」実績が上がっていない。
Ａ　２年度は民間でやるが生徒会でも再検討。ECカンパニーと協議し改善。
Q　�集落支援員と地域づくり、どのような取組をイメージしているか。
Ａ　９地区の公民館単位がまとまりやすい。公民館と協議会と連携しすすめる。
Q　�斎場の料金改定とあわせて、部屋割りや駐車場の拡幅は。
Ａ　家族葬の希望もあり、できるところで工夫。車はできるだけ乗り合わせで。
Q　�ストロー現象防止でトビウオロードの経済効果検証は。
Ａ　ビッグデーターを使って検証していきたい。
Q　�国保の資産割がなくなって所得割となるが、国保や固定資産税の滞納は。
Ａ　全町的なデーター分析、エビデンスを検証してから。
Q　�斎尾廃寺特別史跡の土地購入後の維持管理は。
Ａ　30年前から30センチほど陥没しているので、盛り土を検討。

委員長　手嶋 正巳
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町 民 の 声
高齢者にやさしい町

　私も早や70歳、いやまだまだ
70歳、高齢者にやさしい社会と
はどんな社会だろうかと思います。
　とかく高齢者や障がい者のこ
とは、身近にいなければ他人ご
とになりがちですが、誰もが年
老いて身体の機能が衰えること
を考えると、やはり身近な問題
だと思います。最近、高齢者と
若い世代の対立ということが大きな話題になることが
あります。もう歳で自分に関係ないから“このままで
良い”というのは、若い人からみるとわがまま、無責
任だという印象をもたれることが多々あります。
　高齢者が立ち上がり、本気で未来を考えていく姿勢
が若い人の「高齢者にやさしい社会」への理解につな
がっていくと思われます。地域社会で私たち自身が優
しいいたわりのこころを持たなければ、形だけのもの
になってしまいます。
　高齢者にやさしい町、思いやりのあるまち琴浦町で
あって欲しいと願っています。

小さな白球のパワーに押されて

　こんにちは！
　私は、地位も名誉もない一人の
老婆です。
　合併して、琴浦町となって十数
年かな？
　年４回配布される議会だより
は、必ず目をとおし、議会の様子
をケーブルテレビで見ることもあ
り、身近に感じています。
　町議会とは、町の財政を考え、町民の暮らしを守
ることではないでしょうか。
　現在、新型コロナウイルスで世界中が困難に直面し
ています。東京オリンピック・パラリンピックでさえ
延期になりました。世界が日本が良くならなければ、
小さな市町村にとっては不利なことです。
　少子高齢化は、日本国中で大きな問題ですが、私の
身のまわりでもスポーツ施設の老朽化や空き家などが
多くなり、大きな問題と直面しています。
　私事ですが、幼い子どもを連れて赤碕に住み50年、
今では鳥取県を安住の地としています。
　私の生きがいは卓球です。足が肩がと言いながらも
卓球台の前に立てば、不思議なパワーが湧きます。お
互いに好プレーをすれば褒め合います。
　すべてを小さな白球に込める。健康が第一、病気に
負けない身体づくり。“あぁ、もう10年、いや５年若
ければ…”そんな夢を見ます。
　住みよい町づくりは、子どもや老人が安心して暮ら
せることではないでしょうか。
　私も、意識を高めていかなければと考えています。

岩崎　政雄 吉田千恵子
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